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人口　62,459（+13）
世帯　24,631（+10）

　　出生　  60（　 19）
　　死亡　  48（　 17）
　　転入　204（－216）
　　転出　203（－124）

※5月末現在。 （　）内は前月比。
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広
報
こ
う
し

プロフィール　水平な世の中をめざして 2000年10月熊本県南
で結成したバンド。生きること、そして出会うことをテーマに活動。

一人ひとりの人権が 尊重されるまちづくりを目指して

第12回　合志市人権教育研究大会
と　き　７月27日㈯

ところ　御代志市民センター
入場無料
手話通訳あり
託児あり

託児　１歳～小学３年生。
　　　７月18日㈭までに下記へお申し込み
　　　ください。

プロフィール　三重県生まれ。大学卒業後、三重県内の中
学校教員となり、同和教育・人権教育に取り組む。現在は、
ライトピアおおやまだ（隣保館）館長として勤務しながら、
みえ人権教育・啓発研究会代表、三重県人権大学講師、い
じめ問題相談員を務める。

みえ人権教育・啓発研究会
代表　松村　智広さん

演題　『へこたれへん
　　　　～人はきっとつながれる～』

後半

演題　『出会い・触れ合い・感じ愛』
人権バンド　ホライズン前半

問い合わせ先　人権啓発教育課　☎２４８-２３９９
主催　市人権教育推進協議会

受付　午前９時　　開会　午前９時30分～正午

　６月９日、御代志市民セ
ンターで開催された木で
あそぼう・つくろうフェス
ティバル。たくさんの親子
連れなどが木のおもちゃ
に触れたり、制作を楽しん
だりしました。詳しくは14
ページをご覧ください。

今 月 の 主 な 話 題

………………4

……6

……8

知って、気付いて 防ごう　熱中症
認可外保育施設を利用している人へ
待機児童支援助成事業補助金を支給します
75歳以上の皆さんへ
新しい後期高齢者医療保険証を送付します

　

早
い
も
の
で
こ
と
し
も
半
分
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。や
り
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
け
ど
、結
局
な
ん
だ
か
ん
だ
先
延
ば
し
に
な
っ

た
り
、思
い
ど
お
り
に
い
か
な
か
っ
た
り
と
い
う

こ
と
が
た
く
さ
ん
で
す
。

　

だ
け
ど
忙
し
い
毎
日
で
も
、
日
常
に
幸
せ
を

感
じ
る
余
裕
を
持
っ
て
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
、
26
ペ
ー
ジ
の「
集
ま
れ
幸
せ 

１
０

０
個
」の
コ
ー
ナ
ー
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
、
気
軽
に
投

稿
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
投
稿
を
見
て

い
る
と
私
も
幸
せ
を
わ
け
て
も
ら
え
る
の
で
、ど

ん
な
投
稿
が
あ
る
か
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
最
近
の
小
さ
な
幸
せ
は
１
㌔

で
も
体
重
が
落
ち
た
時
で
す
。次
の
日
に
量
っ
た

ら
ま
た
元
に
戻
っ
て
い
る(

む
し
ろ
増
え
て
い

る)

の
で
す
が
。

　

さ
て
、夏
は
お
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。取
材
で
皆
さ
ん
と
会
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
と
き
は
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。喜
び
ま
す
。

　

こ
と
し
の
残
り
半
分
も
い
ろ
い
ろ
な
笑
顔
を

撮
影
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
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4～５カ月児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

健
4～５カ月児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

認知症カフェ■
13：30～15：00
ふれあい館

高

認知症カフェ■
13：30～15：00
ふれあい館

高

７～８カ月児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

健

ブックスタート■
14：00～16：30
ふれあい館

図

７～８カ月児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

ブックスタート■
14：00～16：30
泉ヶ丘市民センター

図

１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
ふれあい館

健１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
ふれあい館

健１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８ヵ月児）
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

■高齢者支援課包括支援センター班　☎248－1126
■商工振興課　☎248－1115
■人権啓発教育課　☎248－2399

高

商

人

■市民課　☎248－1113
■税務課　☎248－1114
■健康づくり推進課　☎248－1173
■こうし未来研究所　☎288－3731

市

税

健

未

■合志市社会福祉協議会　☎242－7000
■合志マンガミュージアム　☎273－6766
■西合志図書館　☎242－5555

社

マ

図

黒石市民センター
野々島市民センター
みどり館
ふれあい館
三つの木の家 

……☎242－2321
…☎242－1636

………………☎248－0400
……………☎242－7000
…………☎248－6277

………………☎345－4400
……☎346－4112
…☎248－3453

……………☎248－5555
…☎242－1190

須屋支所
須屋市民センター
泉ヶ丘支所（市民センター）
ヴィーブル
御代志市民センター

老人憩の家
西合志図書館
ユーパレス弁天
人権ふれあいセンター
合生文化会館

………………☎242－2030
……………☎242－5555
…………☎348－2626

…☎248－3893
……………☎242－3218

☎248－1111（代）
〒861-1195 合志市竹迫 2140
 
西合志総合窓口…☎242-1113

合志市役所
問
い
合
わ
せ
先

消費生活センター
生活支援相談センター
女性・子どもに関する相談
黒石原演習場関係
防災行政無線聞き直しダイヤル

相談方法…電話・来庁 ☎248-5442　　ところ…市 役 所 ２階　総務課内 消費生活センター
相談方法…電話・来庁 ☎248-1100　　ところ…ヴィーブル１階　安心サポート合志
相談方法…電話・来庁 ☎248-1199　　ところ…ヴィーブル１階　女性・子ども支援課
総務課　総務・男女共同参画班　 ☎248‐1112
☎248-2288 bousai.koshi-city@raiden.ktaiwork.jp防災情報お知らせメール

人

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税
成年後見制度に
関する
無料相談会■
13：00～16：00
ヴィーブルワークショップ■

13：30～15：30
マンガミュージアム

マ

高

司法書士による
空き家相談会■
13：00～要予約
市役所

未

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

子ども読書活動
推進講座■
10：00～12：00
ヴィーブル

図 税

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

夏休み星空教室■
19：00～21：00
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで　西合志図書館

図

マンガミュージアム延長開館■
20：00まで　マンガミュージアム

マ

ナイトミュージアム■
21：00～翌日7：00
マンガミュージアム

マ

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

コミュニティ施設
（御代志・須屋・黒石・野々島・泉ヶ丘市民センター）

ヴィーブル・市民体育館　　市立図書館　   ふれあい館
みどり館　　老人憩の家　   マンガミュージアム

コ

ふ
み マ
ヴ 図

老

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ

コ休 ヴ 図 み マ休休 ふ 老

み休

み休

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ み休

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ み休

図 マ

お知らせカレンダー 2019～

経営に関する
個別相談会■
9：00～17：30
市役所

商

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
御代志市民センター

社

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
みどり館

社

３歳児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

３歳児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
泉ヶ丘市民センター

社

健

育児相談■
 9：30～11：00
ヴィーブル

健

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
みどり館

社

こころの相談■
13：45～要予約
ヴィーブル

健

②

③

①

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00 市役所

市税

七夕特別観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

上映会■
18：00～20：00
西合志図書館

図

市県民税第２期　国民健康保険税第２期　固定資産税第２期
の納期限は７月31日㈬です。　口座振替も７月31日㈬です。

図書館延長開館■
20：00まで　西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

人権教育研究大会■
9：30～12：00
御代志市民センター

人

合志マンガ義塾■
13：30～15：00
マンガミュージアム

マ

自
分
た
ち
の
力
で

地
域
を
よ
り
よ
く

よ
り
元
気
に

　

午
前
８
時
30
分
。す
ず
か
け
台
愛
友
会
の
メ
ン
バ
ー

が
公
園
の
除
草
作
業
に
集
ま
っ
た
。地
域
を
よ
く
す
る

活
動
を
し
た
い
、と
20
年
以
上
前
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

同
会
。空
き
地
の
草
刈
り
や
樹
木
の
剪
定
な
ど
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
清
掃
を
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
」。同
会
の
会
長
を
務
め
る
江
崎
さ
ん
は
言
う
。

「
日
頃
会
わ
な
い
人
と〝
最
近
ど
う
だ
っ
た
？
〞と
話
を

し
合
う
。そ
う
い
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
に
も
し
た
か
っ

た
ん
で
す
」。ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
交
流
や
元
気
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　

市
内
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
で
構
成
さ

れ
る
市
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。江
崎
さ
ん
は
そ

の
会
長
も
担
っ
て
い
る
。　　

　
「
地
域
の
こ
と
は
、で
き
る
限
り
自
分
た
ち
で
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

熊
本
地
震
の
と
き
も
、近
所
の
家
を
１
軒
１
軒
、

声
掛
け
し
て
回
っ
た
。「
人
の
た
め
に
、と
い
う
よ
う
な

大
げ
さ
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」と
笑
う
。「
ほ
っ
と

け
な
い
だ
け
な
ん
で
す
。結
果
と
し
て
、喜
ん
で
く
れ

る
人
が
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

　

６
月
１
日
に
は
、県
下
の
地
域
づ
く
り
団
体
が
集

ま
る
総
会
と
研
修
会
が
菊
池
市
で
開
か
れ
た
。各

団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
学
び
、自
分
の

住
む
地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
情
熱

に
触
れ
た
。「
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
、若
い
人
た
ち
の
力

が
必
要
で
す
」

　

愛
友
会
に
も
、働
く
世
代
の
人
た
ち
が
入
会
し

活
動
し
て
い
る
。「
で
き
る
と
き
だ
け
で
構
わ
な
い

ん
で
す
。力
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

　

地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
と
活
動
は
、新

た
な
世
代
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

市地域づくりネットワーク 会長
　え　ざき　　　たかとし

江崎　孝俊さん
（すずかけ台）

せ
ん

広報 こうし 広報こうし 2019.7３ ２2019.7

①すずかけ台愛友会のメンバー
②③県内各地の人とアイデアや
　意見を交換した研修会
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4～５カ月児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

健
4～５カ月児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

認知症カフェ■
13：30～15：00
ふれあい館

高

認知症カフェ■
13：30～15：00
ふれあい館

高

７～８カ月児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

健

ブックスタート■
14：00～16：30
ふれあい館

図

７～８カ月児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

ブックスタート■
14：00～16：30
泉ヶ丘市民センター

図

１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
ふれあい館

健１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８カ月児）
13：15～13：45
ふれあい館

健１歳６カ月児健診■
（対象は１歳８ヵ月児）
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健

■高齢者支援課包括支援センター班　☎248－1126
■商工振興課　☎248－1115
■人権啓発教育課　☎248－2399

高

商

人

■市民課　☎248－1113
■税務課　☎248－1114
■健康づくり推進課　☎248－1173
■こうし未来研究所　☎288－3731

市

税

健

未

■合志市社会福祉協議会　☎242－7000
■合志マンガミュージアム　☎273－6766
■西合志図書館　☎242－5555

社

マ

図

黒石市民センター
野々島市民センター
みどり館
ふれあい館
三つの木の家 

……☎242－2321
…☎242－1636

………………☎248－0400
……………☎242－7000
…………☎248－6277

………………☎345－4400
……☎346－4112
…☎248－3453

……………☎248－5555
…☎242－1190

須屋支所
須屋市民センター
泉ヶ丘支所（市民センター）
ヴィーブル
御代志市民センター

老人憩の家
西合志図書館
ユーパレス弁天
人権ふれあいセンター
合生文化会館

………………☎242－2030
……………☎242－5555
…………☎348－2626

…☎248－3893
……………☎242－3218

☎248－1111（代）
〒861-1195 合志市竹迫 2140
 
西合志総合窓口…☎242-1113

合志市役所
問
い
合
わ
せ
先

消費生活センター
生活支援相談センター
女性・子どもに関する相談
黒石原演習場関係
防災行政無線聞き直しダイヤル

相談方法…電話・来庁 ☎248-5442　　ところ…市 役 所 ２階　総務課内 消費生活センター
相談方法…電話・来庁 ☎248-1100　　ところ…ヴィーブル１階　安心サポート合志
相談方法…電話・来庁 ☎248-1199　　ところ…ヴィーブル１階　女性・子ども支援課
総務課　総務・男女共同参画班　 ☎248‐1112
☎248-2288 bousai.koshi-city@raiden.ktaiwork.jp防災情報お知らせメール

人

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税
成年後見制度に
関する
無料相談会■
13：00～16：00
ヴィーブルワークショップ■

13：30～15：30
マンガミュージアム

マ

高

司法書士による
空き家相談会■
13：00～要予約
市役所

未

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

子ども読書活動
推進講座■
10：00～12：00
ヴィーブル

図 税

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00
市役所

市税

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで
西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

夏休み星空教室■
19：00～21：00
西合志図書館天文台

図

図書館延長開館■
20：00まで　西合志図書館

図

マンガミュージアム延長開館■
20：00まで　マンガミュージアム

マ

ナイトミュージアム■
21：00～翌日7：00
マンガミュージアム

マ

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

コミュニティ施設
（御代志・須屋・黒石・野々島・泉ヶ丘市民センター）

ヴィーブル・市民体育館　　市立図書館　   ふれあい館
みどり館　　老人憩の家　   マンガミュージアム

コ

ふ
み マ
ヴ 図

老

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ

コ休 ヴ 図 み マ休休 ふ 老

み休

み休

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ み休

コ休 ヴ 図 ふ 老 マ み休

図 マ

お知らせカレンダー 2019～

経営に関する
個別相談会■
9：00～17：30
市役所

商

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
御代志市民センター

社

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
みどり館

社

３歳児健診■
13：15～13：45
ふれあい館

３歳児健診■
13：15～13：45
泉ヶ丘市民センター

健法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
泉ヶ丘市民センター

社

健

育児相談■
 9：30～11：00
ヴィーブル

健

法律・行政
心配ごと相談■
10：00～14：30
みどり館

社

こころの相談■
13：45～要予約
ヴィーブル

健

②

③

①

窓口証明業務
日曜日開庁■■
9：00～13：00 市役所

市税

七夕特別観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

上映会■
18：00～20：00
西合志図書館

図

市県民税第２期　国民健康保険税第２期　固定資産税第２期
の納期限は７月31日㈬です。　口座振替も７月31日㈬です。

図書館延長開館■
20：00まで　西合志図書館

図

星空観望会■
19：30～21：30
西合志図書館天文台

図

人権教育研究大会■
9：30～12：00
御代志市民センター

人

合志マンガ義塾■
13：30～15：00
マンガミュージアム

マ

自
分
た
ち
の
力
で

地
域
を
よ
り
よ
く

よ
り
元
気
に

　

午
前
８
時
30
分
。す
ず
か
け
台
愛
友
会
の
メ
ン
バ
ー

が
公
園
の
除
草
作
業
に
集
ま
っ
た
。地
域
を
よ
く
す
る

活
動
を
し
た
い
、と
20
年
以
上
前
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

同
会
。空
き
地
の
草
刈
り
や
樹
木
の
剪
定
な
ど
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
清
掃
を
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
」。同
会
の
会
長
を
務
め
る
江
崎
さ
ん
は
言
う
。

「
日
頃
会
わ
な
い
人
と〝
最
近
ど
う
だ
っ
た
？
〞と
話
を

し
合
う
。そ
う
い
う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
に
も
し
た
か
っ

た
ん
で
す
」。ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
交
流
や
元
気
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　

市
内
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
で
構
成
さ

れ
る
市
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。江
崎
さ
ん
は
そ

の
会
長
も
担
っ
て
い
る
。　　

　
「
地
域
の
こ
と
は
、で
き
る
限
り
自
分
た
ち
で
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

熊
本
地
震
の
と
き
も
、近
所
の
家
を
１
軒
１
軒
、

声
掛
け
し
て
回
っ
た
。「
人
の
た
め
に
、と
い
う
よ
う
な

大
げ
さ
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」と
笑
う
。「
ほ
っ
と

け
な
い
だ
け
な
ん
で
す
。結
果
と
し
て
、喜
ん
で
く
れ

る
人
が
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

　

６
月
１
日
に
は
、県
下
の
地
域
づ
く
り
団
体
が
集

ま
る
総
会
と
研
修
会
が
菊
池
市
で
開
か
れ
た
。各

団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
学
び
、自
分
の

住
む
地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
情
熱

に
触
れ
た
。「
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
、若
い
人
た
ち
の
力

が
必
要
で
す
」

　

愛
友
会
に
も
、働
く
世
代
の
人
た
ち
が
入
会
し

活
動
し
て
い
る
。「
で
き
る
と
き
だ
け
で
構
わ
な
い

ん
で
す
。力
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

　

地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
と
活
動
は
、新

た
な
世
代
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

市地域づくりネットワーク 会長
　え　ざき　　　たかとし

江崎　孝俊さん
（すずかけ台）

せ
ん

広報 こうし 広報こうし 2019.7３ ２2019.7

①すずかけ台愛友会のメンバー
②③県内各地の人とアイデアや
　意見を交換した研修会



知って、気付いて
防ごう　熱中症

　熱中症が最も発生しているのは住居です。特に65
歳以上は室内での発生が過半数を占めています。
　熱中症は炎天下の屋外で起こるというイメージが
ありますが、室内でも熱中症予防に注意することが
大切です。

　気温が高い日や湿度の高い日には、
決して無理な節電をせず、適度に扇風
機やエアコンを使用するようにしま
しょう。

　環境省熱中症予防情報サイトでは、
暑さ指数を公表しています。熱中症の
予防方法や暑さ対策に関する情報も掲
載しています。
（「環境省　熱中症」
で検索）

室内でも多発する熱中症

必要に応じて
扇風機やエアコンの使用を

情報収集もしっかりと

防ごう熱中症ワンポイント

防ごう熱中症
ワンポイント

●熱中症の発生場所（平成30年5月～9月）

環境省熱中症
予防情報サイト

▲

広報 こうし 広報こうし 2019.75 42019.7

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
起
こ
る

熱
中
症
。
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態

に
な
り
ま
す
。

　

重
度
に
な
る
と
死
に
至
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
は
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続

き
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
数
は
全

国
で
９
５
、
１
３
７
人
。
前
年
よ
り
４
万

人
以
上
も
増
え
ま
し
た
。

　

暑
い
夏
に
備
え
、
自
分
や
周
囲
の
人
を

熱
中
症
か
ら
守
る
す
べ
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

特
に
注
意
が
必
要
な
人

・
乳
幼
児

　
　

乳
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に
発

　

達
し
て
い
な
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要

　

で
す
。

　
　

晴
れ
た
日
は
地
面
に
近
い
ほ
ど
気
温
が

　

高
く
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
な
ど
は
大
人
以

　

上
に
暑
い
環
境
に
い
ま
す
。

・
高
齢
者

　
　

高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
や
暑
さ
に
対
す

　

る
感
覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き

　

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

　

し
た
り
、
温
湿
度
計
で
温
度
や
湿
度
が
上

　

が
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
確
認
し
た
り
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
持
病
の
あ
る
人

・
暑
さ
に
慣
れ
て
な
い
人

・
体
調
が
悪
い
人
や
睡
眠
不
足
の
人

　
　

熱
中
症
が
起
き
や
す
い
日

　　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
熱
中
症
が
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日

・
風
が
弱
い
日

・
気
温
、
湿
度
が
高
い
日

　
　

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は

　

大
切
な
の
は
体
を
冷
や
し
体
温
を
下
げ
る

こ
と
で
す
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合

・
風
通
し
の
い
い
日
陰
や
冷
房
の
あ
る
室
内

　

へ
移
動
し
ま
す
。

・
襟
元
や
ベ
ル
ト
な
ど
服
を
緩
め
、
熱
を
出

　

し
ま
す
。

・
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
、
首
を
濡
ら

　

し
た
タ
オ
ル
で
巻
い
た
り
、
う
ち
わ
な
ど

　

で
あ
お
い
だ
り
し
ま
す
。

・
水
分
、
塩
分
の
補
給
を
し
ま
す
。
乳
児
用

　

の
イ
オ
ン
飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

　

１
ℓ
の
水
に
１
〜
２
g
の
塩
を
溶
か
し
た

　
　

こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
熱
中
症
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
程
度
に
合
わ
せ
た
処
置
が

必
要
で
す
。

　

　

も
の
な
ど
は
効
率
よ
く
水
分
、
塩
分
の

　

補
給
が
で
き
ま
す
。

※

症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関

　

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
自
力
で
水
が

飲
め
な
い
場
合
に
救
護
者
が
す
る
こ
と

・
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

・
待
っ
て
い
る
間
に
、
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　

さ
せ
体
を
冷
や
し
ま
す
。

※

飲
料
が
気
道
に
流
れ
込
む
危
険
が
あ
る
の

　

で
水
分
を
無
理
に
飲
ま
せ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

　
　

普
段
か
ら
の

　
　

熱
中
症
予
防
方
法

暑
さ
を
避
け
る

・
屋
外
で
は
帽
子
や
日
傘
を
活
用
し
日
陰
を

　

選
び
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
で
は
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
で
直
射
日

　

光
を
遮
り
ま
し
ょ
う
。

・
風
通
し
を
良
く
し
、
必
要
に
応
じ
て
扇

　

風
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
車
内
は
高
温
に
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

服
装
の
工
夫

　

通
気
性
、
吸
収
性
の
よ
い
素
材
の
服
装
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
水
分
、
塩
分
摂
取

・
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
す

　

で
に
脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な

　

く
て
も
１
日
コ
ッ
プ
５
杯
（
１
ℓ
）
以
上
は

　

飲
む
な
ど
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
食
事
の
際
の
汁
物
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

　

は
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
有
効
に
活
用
し

　

ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
補
給

　

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ー
ス
も
糖
分
を

　

多
く
含
む
た
め
水
分
と
区
別
し
て
控
え
て

　

く
だ
さ
い
。

暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
無
理
の
な
い
運
動
で

　

暑
さ
に
強
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
こ

　

ま
め
に
休
憩
を
と
り
、
体
調
が
悪
い
と
き

　

は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ先
　健康づくり推進課　健康推進班
　☎２４８-１１７３

出典・総務省消防庁
　　　『平成30年（5月から9月）の熱中症による救急搬送状況』
　　・環境省『熱中症～ご存知ですか？予防・対処法～』

程 度

重 症

中 度

軽 度

症 状

意識がなくなったり、
もうろうとしたりする

頭痛や吐き気、体のだるさ、
気分の不快など

めまいや筋肉痛、
立ちくらみ、大量の汗など

住居 40.3%

道路 13.4%

仕事場
12.9%

公衆（屋外）
12.8%

公衆（屋内）
9.2%

教育機関
6.7%

その他
4.7%
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防ごう熱中症ワンポイント

防ごう熱中症
ワンポイント

●熱中症の発生場所（平成30年5月～9月）

環境省熱中症
予防情報サイト

▲
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高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
起
こ
る

熱
中
症
。
体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態

に
な
り
ま
す
。

　

重
度
に
な
る
と
死
に
至
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
は
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続

き
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
数
は
全

国
で
９
５
、
１
３
７
人
。
前
年
よ
り
４
万

人
以
上
も
増
え
ま
し
た
。

　

暑
い
夏
に
備
え
、
自
分
や
周
囲
の
人
を

熱
中
症
か
ら
守
る
す
べ
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

特
に
注
意
が
必
要
な
人

・
乳
幼
児

　
　

乳
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
に
発

　

達
し
て
い
な
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要

　

で
す
。

　
　

晴
れ
た
日
は
地
面
に
近
い
ほ
ど
気
温
が

　

高
く
な
り
ま
す
。
乳
幼
児
な
ど
は
大
人
以

　

上
に
暑
い
環
境
に
い
ま
す
。

・
高
齢
者

　
　

高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
や
暑
さ
に
対
す

　

る
感
覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き

　

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

　

し
た
り
、
温
湿
度
計
で
温
度
や
湿
度
が
上

　

が
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
確
認
し
た
り
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
持
病
の
あ
る
人

・
暑
さ
に
慣
れ
て
な
い
人

・
体
調
が
悪
い
人
や
睡
眠
不
足
の
人

　
　

熱
中
症
が
起
き
や
す
い
日

　　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
熱
中
症
が
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日

・
風
が
弱
い
日

・
気
温
、
湿
度
が
高
い
日

　
　

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は

　

大
切
な
の
は
体
を
冷
や
し
体
温
を
下
げ
る

こ
と
で
す
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合

・
風
通
し
の
い
い
日
陰
や
冷
房
の
あ
る
室
内

　

へ
移
動
し
ま
す
。

・
襟
元
や
ベ
ル
ト
な
ど
服
を
緩
め
、
熱
を
出

　

し
ま
す
。

・
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
、
首
を
濡
ら

　

し
た
タ
オ
ル
で
巻
い
た
り
、
う
ち
わ
な
ど

　

で
あ
お
い
だ
り
し
ま
す
。

・
水
分
、
塩
分
の
補
給
を
し
ま
す
。
乳
児
用

　

の
イ
オ
ン
飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

　

１
ℓ
の
水
に
１
〜
２
g
の
塩
を
溶
か
し
た

　
　

こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
熱
中
症
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
程
度
に
合
わ
せ
た
処
置
が

必
要
で
す
。

　

　

も
の
な
ど
は
効
率
よ
く
水
分
、
塩
分
の

　

補
給
が
で
き
ま
す
。

※

症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関

　

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
自
力
で
水
が

飲
め
な
い
場
合
に
救
護
者
が
す
る
こ
と

・
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

・
待
っ
て
い
る
間
に
、
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　

さ
せ
体
を
冷
や
し
ま
す
。

※

飲
料
が
気
道
に
流
れ
込
む
危
険
が
あ
る
の

　

で
水
分
を
無
理
に
飲
ま
せ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

　
　

普
段
か
ら
の

　
　

熱
中
症
予
防
方
法

暑
さ
を
避
け
る

・
屋
外
で
は
帽
子
や
日
傘
を
活
用
し
日
陰
を

　

選
び
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
で
は
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
で
直
射
日

　

光
を
遮
り
ま
し
ょ
う
。

・
風
通
し
を
良
く
し
、
必
要
に
応
じ
て
扇

　

風
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
車
内
は
高
温
に
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

服
装
の
工
夫

　

通
気
性
、
吸
収
性
の
よ
い
素
材
の
服
装
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
水
分
、
塩
分
摂
取

・
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
す

　

で
に
脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な

　

く
て
も
１
日
コ
ッ
プ
５
杯
（
１
ℓ
）
以
上
は

　

飲
む
な
ど
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
食
事
の
際
の
汁
物
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

　

は
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
有
効
に
活
用
し

　

ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
補
給

　

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ー
ス
も
糖
分
を

　

多
く
含
む
た
め
水
分
と
区
別
し
て
控
え
て

　

く
だ
さ
い
。

暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
無
理
の
な
い
運
動
で

　

暑
さ
に
強
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
こ

　

ま
め
に
休
憩
を
と
り
、
体
調
が
悪
い
と
き

　

は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ先
　健康づくり推進課　健康推進班
　☎２４８-１１７３

出典・総務省消防庁
　　　『平成30年（5月から9月）の熱中症による救急搬送状況』
　　・環境省『熱中症～ご存知ですか？予防・対処法～』

程 度

重 症

中 度

軽 度

症 状

意識がなくなったり、
もうろうとしたりする

頭痛や吐き気、体のだるさ、
気分の不快など

めまいや筋肉痛、
立ちくらみ、大量の汗など

住居 40.3%

道路 13.4%

仕事場
12.9%

公衆（屋外）
12.8%

公衆（屋内）
9.2%

教育機関
6.7%

その他
4.7%



問い合わせ先　環境衛生課
☎２４８ー 1202

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家庭から出るごみの内訳

運
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

　

国
道
３
号
植
木
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
架
設

工
事
に
伴
い
国
道
３
号
四
方
寄
南
交
差
点

で
通
行
止
め
を
行
な
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

７
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

　

各
日
午
前
０
時
30
分
〜
午
前
６
時

●
と
こ
ろ

　

国
道
３
号　

四
方
寄
南
交
差
点

●
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
地
方
整
備
局　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所　

☎（
３
８
２
）
１
１
１
１

国
道
３
号
の
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

１
人
１
日
当
た
り
５
３
５
㌘

の
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す

生
ご
み
の
80
％
は
水
分
で
す

出
す
前
に
水
切
り
を

資
源
物
は
分
別
し
て

可
燃
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
度
の
ご
み
の
年

間
排
出
量
は
１
４
、
４
１
９

ト
ン
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

み
減
量
へ
の
ご
協
力
と
地
震

の
影
響
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
昨
年
度
よ
り
58
ト
ン
減

少
し
ま
し
た
。
１
人
１
日
当

た
り
の
ご
み
の
量
は
、
５
３

５
グ
ラ
ム
で
、
昨
年
度
よ
り

７
グ
ラ
ム
減
っ
て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
だ
け
を
見
て
も

１
人
１
日
当
た
り
４
５
６
グ
ラ
ム
で
、
昨
年

度
よ
り
８
グ
ラ
ム
減
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
多
く
は
生

ご
み
で
す
が
、
こ
の
生
ご
み
の
約
80
％
は
水

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
そ
の
ま

ま
出
す
前
に
、
ひ
と
し
ぼ
り
し
て
水
切
り

を
行
な
う
な
ど
、
一
手
間
加
え
る
こ
と
で

ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
86
％
は
可
燃

ご
み
で
す
。

　

可
燃
ご
み
に
は
、
紙
類
な
ど
の
資
源
物

が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
資
源
物
に
な
る

も
の
は
資
源
物
の
袋
で
出
す
か
、
地
域
の

資
源
物
回
収
団
体
に
引
き
渡
す
こ
と
で
可

燃
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
へ

　

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児

童
の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
市
内
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人
。

・
認
可
保
育
施
設
の
入
所
要
件
を
満
た
し

　

申
し
込
ん
だ
が
、
入
所
で
き
ず
待
機
し

　

て
い
る
こ
と
。（
保
留
通
知
を
持
っ
て
い

　

る
人
で
、
両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ

　

る
こ
と
。
求
職
中
の
人
は
対
象
外
）

・
月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育

　

施
設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上

　

通
っ
て
い
る
こ
と
。（
一
時
預
か
り
や
延
長

　

保
育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除
く
）

●
対
象
に
な
ら
な
い
人

・
通
所
で
き
る
認
可
保
育
施
設
な
ど
が
あ

　

り
な
が
ら
、
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で
入

　

所
し
な
か
っ
た
人
。（
入
所
辞
退
な
ど
）

・
入
所
希
望
の
保
育
施
設
が
少
な
い
人
。

　
（
特
別
な
理
由
を
除
き
、第
６
希
望
未
満
）

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人
。

●
対
象
施
設

　
　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

　

県
ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認
可

　

外
保
育
施
設
。（
市
外
の
施
設
も
対
象
）

※

企
業
主
導
型
保
育
事
業
所
、
事
業
所
内

　

保
育
施
設
や
英
会
話
な
ど
を
主
目
的
と

　

す
る
施
設
は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
対
象
経
費　

保
護
者
が
負
担
し

　

た
保
育
料
月
額
と
昼
食
代
の
合
計
額
。

　
（
延
長
料
金
は
含
ま
ず
）

●
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら
、
認
可

　

保
育
施
設
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料

　

月
額
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
。（
上

　

限
は
月
額
２
万
円
）

●
申
込
方
法　

申
請
書
類
一
式
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※

申
請
書
類
一
式
は
子
育
て
支
援
課
、
西

　

合
志
総
合
窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン

　

タ
ー
）
、
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘
支
所
に

　

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

・
４
月
〜
７
月
通
園
分…

８
月
20
日
㈫

・
８
月
〜
11
月
通
園
分…

12
月
20
日
㈮

・
12
月
〜
令
和
２
年
３
月
通
園
分

　
　
　
　
　

…

令
和
２
年
４
月
20
日
㈪

●
申
込
場
所　

子
育
て
支
援
課
、
西
合

　

志
総
合
窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン

　

タ
ー
）、
須
屋
支
所
、　

泉
ヶ
丘
支
所

●
申
し
込
み
先　

　

〒
8
6
1‐

1
1
9
5

　

竹
迫
2
1
4
0　

合
志
市
役
所

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班

●
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
６
２

700

650

600

550

500

450

400

12,947

539

462 466 467 468 464 464
456461

545 545 543 543 542 535540

13,332
13,582

13,740
13,896

14,315
14,477 14,419

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000
（g） （t）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

ごみの量の推移ごみの年間排出量
1人 1日当たりのごみの量
うち、可燃ごみの実績値　　

資源物
1,406㌧
12％

その他272㌧
2％

可燃ごみ
10,491㌧
86％

平成30年度
ごみの内訳

家庭ごみ
12,169㌧
（84％）

事業ごみ
2,250㌧
（16％）

レ
タ
ー
バ
ス
と
循
環
バ
ス
の

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課　

企
画
広
報
班　

☎（
２
４
８
）
１
８
１
３

合志市コミュニティバス

レターバス

循環バス須屋線

　

７
月
か
ら
レ
タ
ー
バ
ス
が
ア
ン
ビ
ー
熊
本

と
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
内
を
通
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ビ
ー
熊
本
は
乗
り
入
れ
の
要
望
が

多
か
っ
た
た
め
、
今
回
ル
ー
ト
に
追
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
飯
高
山
公
園
で
の

停
車
を
な
く
し
時
間
調
整
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
バ
ス
須
屋
線
に
つ
い
て
は
西

合
志
総
合
窓
口
の
移
転
に
伴
い
、
バ
ス
停
を

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
移
動
し
ま
す
。

※

今
回
は
時
刻
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

至 合志中前

至 飯高山

至 御代志駅 至 大津

日本たばこ

志来
菜彩

ニシ
ムタ

市役所

日本たばこ前

既存路線　
新路線　左まわり
新路線　右まわり

各バス停

アンビー熊本

合志庁舎

ヴィーブル
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問い合わせ先　環境衛生課
☎２４８ー 1202

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家庭から出るごみの内訳

運
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

　

国
道
３
号
植
木
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
架
設

工
事
に
伴
い
国
道
３
号
四
方
寄
南
交
差
点

で
通
行
止
め
を
行
な
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

７
月
23
日
㈫
〜
26
日
㈮

　

各
日
午
前
０
時
30
分
〜
午
前
６
時

●
と
こ
ろ

　

国
道
３
号　

四
方
寄
南
交
差
点

●
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
地
方
整
備
局　

熊
本
河
川
国
道
事
務
所　

☎（
３
８
２
）
１
１
１
１

国
道
３
号
の
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

１
人
１
日
当
た
り
５
３
５
㌘

の
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す

生
ご
み
の
80
％
は
水
分
で
す

出
す
前
に
水
切
り
を

資
源
物
は
分
別
し
て

可
燃
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
度
の
ご
み
の
年

間
排
出
量
は
１
４
、
４
１
９

ト
ン
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

み
減
量
へ
の
ご
協
力
と
地
震

の
影
響
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
昨
年
度
よ
り
58
ト
ン
減

少
し
ま
し
た
。
１
人
１
日
当

た
り
の
ご
み
の
量
は
、
５
３

５
グ
ラ
ム
で
、
昨
年
度
よ
り

７
グ
ラ
ム
減
っ
て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
だ
け
を
見
て
も

１
人
１
日
当
た
り
４
５
６
グ
ラ
ム
で
、
昨
年

度
よ
り
８
グ
ラ
ム
減
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
多
く
は
生

ご
み
で
す
が
、
こ
の
生
ご
み
の
約
80
％
は
水

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
そ
の
ま

ま
出
す
前
に
、
ひ
と
し
ぼ
り
し
て
水
切
り

を
行
な
う
な
ど
、
一
手
間
加
え
る
こ
と
で

ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
86
％
は
可
燃

ご
み
で
す
。

　

可
燃
ご
み
に
は
、
紙
類
な
ど
の
資
源
物

が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
資
源
物
に
な
る

も
の
は
資
源
物
の
袋
で
出
す
か
、
地
域
の

資
源
物
回
収
団
体
に
引
き
渡
す
こ
と
で
可

燃
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
へ

　

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児

童
の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
市
内
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人
。

・
認
可
保
育
施
設
の
入
所
要
件
を
満
た
し

　

申
し
込
ん
だ
が
、
入
所
で
き
ず
待
機
し

　

て
い
る
こ
と
。（
保
留
通
知
を
持
っ
て
い

　

る
人
で
、
両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ

　

る
こ
と
。
求
職
中
の
人
は
対
象
外
）

・
月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育

　

施
設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上

　

通
っ
て
い
る
こ
と
。（
一
時
預
か
り
や
延
長

　

保
育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除
く
）

●
対
象
に
な
ら
な
い
人

・
通
所
で
き
る
認
可
保
育
施
設
な
ど
が
あ

　

り
な
が
ら
、
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で
入

　

所
し
な
か
っ
た
人
。（
入
所
辞
退
な
ど
）

・
入
所
希
望
の
保
育
施
設
が
少
な
い
人
。

　
（
特
別
な
理
由
を
除
き
、第
６
希
望
未
満
）

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人
。

●
対
象
施
設

　
　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

　

県
ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認
可

　

外
保
育
施
設
。（
市
外
の
施
設
も
対
象
）

※

企
業
主
導
型
保
育
事
業
所
、
事
業
所
内

　

保
育
施
設
や
英
会
話
な
ど
を
主
目
的
と

　

す
る
施
設
は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
対
象
経
費　

保
護
者
が
負
担
し

　

た
保
育
料
月
額
と
昼
食
代
の
合
計
額
。

　
（
延
長
料
金
は
含
ま
ず
）

●
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら
、
認
可

　

保
育
施
設
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料

　

月
額
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
。（
上

　

限
は
月
額
２
万
円
）

●
申
込
方
法　

申
請
書
類
一
式
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※

申
請
書
類
一
式
は
子
育
て
支
援
課
、
西

　

合
志
総
合
窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン

　

タ
ー
）
、
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘
支
所
に

　

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

・
４
月
〜
７
月
通
園
分…

８
月
20
日
㈫

・
８
月
〜
11
月
通
園
分…

12
月
20
日
㈮

・
12
月
〜
令
和
２
年
３
月
通
園
分

　
　
　
　
　

…

令
和
２
年
４
月
20
日
㈪

●
申
込
場
所　

子
育
て
支
援
課
、
西
合

　

志
総
合
窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン

　

タ
ー
）、
須
屋
支
所
、　

泉
ヶ
丘
支
所

●
申
し
込
み
先　

　

〒
8
6
1‐

1
1
9
5

　

竹
迫
2
1
4
0　

合
志
市
役
所

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班

●
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
６
２

700

650

600

550

500

450

400

12,947

539

462 466 467 468 464 464
456461

545 545 543 543 542 535540

13,332
13,582

13,740
13,896

14,315
14,477 14,419

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000
（g） （t）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

ごみの量の推移ごみの年間排出量
1人 1日当たりのごみの量
うち、可燃ごみの実績値　　

資源物
1,406㌧
12％

その他272㌧
2％

可燃ごみ
10,491㌧
86％

平成30年度
ごみの内訳

家庭ごみ
12,169㌧
（84％）

事業ごみ
2,250㌧
（16％）

レ
タ
ー
バ
ス
と
循
環
バ
ス
の

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課　

企
画
広
報
班　

☎（
２
４
８
）
１
８
１
３

合志市コミュニティバス

レターバス

循環バス須屋線

　

７
月
か
ら
レ
タ
ー
バ
ス
が
ア
ン
ビ
ー
熊
本

と
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
内
を
通
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ビ
ー
熊
本
は
乗
り
入
れ
の
要
望
が

多
か
っ
た
た
め
、
今
回
ル
ー
ト
に
追
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
飯
高
山
公
園
で
の

停
車
を
な
く
し
時
間
調
整
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
バ
ス
須
屋
線
に
つ
い
て
は
西

合
志
総
合
窓
口
の
移
転
に
伴
い
、
バ
ス
停
を

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
移
動
し
ま
す
。

※

今
回
は
時
刻
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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均等割額
４７，９００円

所得割額
(総所得金額等－33万 )

×９．26％

保険料年額
（限度額 62万円）

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
６
２

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課　

☎（
２
４
８
）
１
２
７
５

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

７
月
か
ら
令
和
元
年
度
分
の
申
請
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
、
次
の
３
種

類
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

①
保
険
料
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）

　
　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付

　

額
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
３
、

　

２
分
の
１
、
４
分
の
１
）
が
免
除
さ
れ

　

ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対
象
者
は

　

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

②
納
付
猶
予
制
度

　
　

本
人
が
20
歳
〜
49
歳
で
あ
る
と
き
に

　

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認

　

さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

　

予
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対

　

象
者
は
、
本
人
と
配
偶
者
で
す
。

学
生
は

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で
き
る

　

制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保

　

険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

　

す
。
学
生
納
付
特
例
の
審
査
対
象
者

　

は
、
本
人
の
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職
者
、
震
災
・

風
水
害
な
ど
の
被
災
者
の
人
は
所
得
に
関

係
な
く
当
て
は
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
、
保
険
料
を
納
付
す
る
か
、
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除
の

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

　

も
の
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

　

で
き
る
書
類

・
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

　

不
要
）

●
離
職
し
て
い
る
場
合　

離
職
し
て
い
る

　

こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明

　

の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）

●
学
生
の
場
合　

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

　

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

　

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。
ピ
ン
ク
色
の
新
し
い
保
険

証
を
世
帯
主
宛
て
に
７
月
中
旬
頃
に
簡

易
書
留
郵
便
（
受
け
取
り
に
印
鑑
な
ど

が
必
要
）
で
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和

２
年
７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま
す
。

①
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

　

な
る
場
合
　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の

　

誕
生
日
の
前
日

②
退
職
被
保
険
者
や
退
職
被
扶
養
者
で
、

　

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に

　

な
る
場
合
　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕

　

生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
場
合

　

は
前
月
末
日
）

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
人
で
限
度

額
適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険

証
と
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本

人
の
負
担
す
る
一
部
負
担
金
が
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
７
月
31
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
８
月
に
更
新

手
続
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
へ
更

新
の
お
知
ら
せ
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
必
要
な
場
合
は
８
月
に
な
っ
て

か
ら
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課 

☎（
２
４
８
）１
２
７
５　

熊
本
西
年
金
事
務
所 
☎（
３
５
３
）
０
１
４
２

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課　

☎（
２
４
８
）
１
２
７
５　

●
申
請
方
法

　
　

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
交
付
対
象
に

　

な
る
人
は
、
保
険
年
金
課
、
西
合
志
総
合

　

窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）、須
屋
支
所
、

　

泉
ヶ
丘
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険

　

証
と
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
更
新
手
続
き

　
　

現
在
黄
色
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
で

　

８
月
１
日
以
降
も
交
付
対
象
に
な
る
人
に

　

は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
認
定
証
を
保
険

　

証
と
同
封
し
て
送
り
ま
す
。
更
新
手
続
き

　

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
す
る
と
き
な
ど
は

限
度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人
は
窓
口
で
限
度

額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
て
医
療
機
関
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
の
負
担
割
合
が
３
割
負
担
の
人
。

・
住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
か
ら
６
８
９
万

　

円
の
人
。（
現
役
並
み
所
得
者
Ⅱ
と
Ⅰ
の
人
）

・
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
に
な
る
可
能

　

性
が
あ
る
人
。（
入
院
す
る
場
合
な
ど
）

※

提
示
が
な
い
場
合
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い

　

額
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
黄
色
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
（
受
け
取
り
に
印
鑑
な
ど
が

必
要
）
で
送
り
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し

い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
や
、
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

●
対
象

　
　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
（
負
担
区

　

分
が
低
所
得
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
）
の
人

令
和
元
年
度
の
保
険
料
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
保
険
料
の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
納

め
方
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

●
特
別
徴
収　

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
（
年
６
回

　

の
年
金
支
給
月
）

※

事
前
の
申
し
出
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か
ら
口

　

座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

●
普
通
徴
収　

　

納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
７

　

月
〜
翌
年
２
月
・
毎
月
）

※

口
座
振
替
に
す
る
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

　

必
要
で
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

保
険
料
の
軽
減
対
象
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

本
年
度
か
ら
保
険
料
の
均
等
割
額
の
軽
減
基

準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

左
図
の―

―

部
分
が
変
更
箇
所
で
す
。

軽減割合

8 割軽減

5割軽減

2割軽減

8.5 割軽減

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員
の年金収入の控除額をそれぞれ80万円として計算したうえで、
所得が 0円となる場合

「基礎控除額（33万円）」+「28 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」+「51 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

　

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
保
険
証
に
は
、

今
回
か
ら
負
担
割
合
を
表
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
の
発
行

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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均等割額
４７，９００円

所得割額
(総所得金額等－33万 )

×９．26％

保険料年額
（限度額 62万円）

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

保
育
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
６
２

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課　

☎（
２
４
８
）
１
２
７
５

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

７
月
か
ら
令
和
元
年
度
分
の
申
請
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
、
次
の
３
種

類
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

①
保
険
料
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）

　
　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付

　

額
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の
３
、

　

２
分
の
１
、
４
分
の
１
）
が
免
除
さ
れ

　

ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対
象
者
は

　

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

②
納
付
猶
予
制
度

　
　

本
人
が
20
歳
〜
49
歳
で
あ
る
と
き
に

　

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認

　

さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

　

予
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対

　

象
者
は
、
本
人
と
配
偶
者
で
す
。

学
生
は

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で
き
る

　

制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保

　

険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

　

す
。
学
生
納
付
特
例
の
審
査
対
象
者

　

は
、
本
人
の
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職
者
、
震
災
・

風
水
害
な
ど
の
被
災
者
の
人
は
所
得
に
関

係
な
く
当
て
は
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
、
保
険
料
を
納
付
す
る
か
、
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除
の

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

　

も
の
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

　

で
き
る
書
類

・
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

　

不
要
）

●
離
職
し
て
い
る
場
合　

離
職
し
て
い
る

　

こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明

　

の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）

●
学
生
の
場
合　

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

　

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

　

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。
ピ
ン
ク
色
の
新
し
い
保
険

証
を
世
帯
主
宛
て
に
７
月
中
旬
頃
に
簡

易
書
留
郵
便
（
受
け
取
り
に
印
鑑
な
ど

が
必
要
）
で
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和

２
年
７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
有
効
期
限
が
短
く
な
り
ま
す
。

①
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

　

な
る
場
合
　

有
効
期
限
は
満
75
歳
の

　

誕
生
日
の
前
日

②
退
職
被
保
険
者
や
退
職
被
扶
養
者
で
、

　

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に

　

な
る
場
合
　

有
効
期
限
は
65
歳
の
誕

　

生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
場
合

　

は
前
月
末
日
）

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
人
で
限
度

額
適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険

証
と
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本

人
の
負
担
す
る
一
部
負
担
金
が
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
７
月
31
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
８
月
に
更
新

手
続
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
へ
更

新
の
お
知
ら
せ
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
必
要
な
場
合
は
８
月
に
な
っ
て

か
ら
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課 

☎（
２
４
８
）１
２
７
５　

熊
本
西
年
金
事
務
所 

☎（
３
５
３
）
０
１
４
２

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課　

☎（
２
４
８
）
１
２
７
５　

●
申
請
方
法

　
　

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
交
付
対
象
に

　

な
る
人
は
、
保
険
年
金
課
、
西
合
志
総
合

　

窓
口
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）、須
屋
支
所
、

　

泉
ヶ
丘
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険

　

証
と
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
更
新
手
続
き

　
　

現
在
黄
色
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
で

　

８
月
１
日
以
降
も
交
付
対
象
に
な
る
人
に

　

は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
認
定
証
を
保
険

　

証
と
同
封
し
て
送
り
ま
す
。
更
新
手
続
き

　

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
す
る
と
き
な
ど
は

限
度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人
は
窓
口
で
限
度

額
適
用
認
定
証
を
申
請
し
て
医
療
機
関
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
の
負
担
割
合
が
３
割
負
担
の
人
。

・
住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
か
ら
６
８
９
万

　

円
の
人
。（
現
役
並
み
所
得
者
Ⅱ
と
Ⅰ
の
人
）

・
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
高
額
に
な
る
可
能

　

性
が
あ
る
人
。（
入
院
す
る
場
合
な
ど
）

※

提
示
が
な
い
場
合
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い

　

額
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
黄
色
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬

に
簡
易
書
留
郵
便
（
受
け
取
り
に
印
鑑
な
ど
が

必
要
）
で
送
り
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し

い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
や
、
入

院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

●
対
象

　
　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
（
負
担
区

　

分
が
低
所
得
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
）
の
人

令
和
元
年
度
の
保
険
料
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
保
険
料
の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
納

め
方
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

●
特
別
徴
収　

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
（
年
６
回

　

の
年
金
支
給
月
）

※

事
前
の
申
し
出
に
よ
り
、
特
別
徴
収
か
ら
口

　

座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

●
普
通
徴
収　

　

納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
７

　

月
〜
翌
年
２
月
・
毎
月
）

※

口
座
振
替
に
す
る
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

　

必
要
で
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

保
険
料
の
軽
減
対
象
が
見
直
さ
れ
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ま
し
た
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の―

―
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箇
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す
。

軽減割合

8 割軽減

5割軽減

2割軽減

8.5 割軽減

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員
の年金収入の控除額をそれぞれ80万円として計算したうえで、
所得が 0円となる場合

「基礎控除額（33万円）」+「28 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」+「51 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

　

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
保
険
証
に
は
、

今
回
か
ら
負
担
割
合
を
表
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
の
発
行

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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市民のひろば市民のひろば

鍛錬の成果を発揮
県少年少女空手道錬成大会

　４月21日、芦北町で県少年少女空手道錬成大会が
行なわれ、英道館のメンバーが活躍しました。
●形　優勝　佐野芯哉（合志南小５年）　３位　佐藤
陽菜美（合志南小１年）　４ 位　黒塚心晴（合志南小
１年）、佐藤未菜美（合志南小３年）　●組手　準優勝
　佐藤陽菜美（合志南小１年）、髙宮奏一郎（合志南
小３年） 、山田璃瑚（合志南小６年）　３位　佐藤未菜
美（合志南小３年）、古賀理咲（西合志南小４年）

優勝、準優勝者は全国大会と九州大会、
３位～４位入賞者は九州大会へ出場します

市少年柔道大会で活躍した皆さん

笑いあり涙あり　最後は大合唱
ドレミの広場

　４月28日、ヴィーブルでドレミの広場が開催され、５３３
人が参加しました。
　赤星誠司先生の歌の授業では楽しい雰囲気で『お
ぼろ月夜』を合唱。３年前に招待しながら熊本地震で延
期となっていたゲストの坂本バンドとビエントによる
ショー、地元有志の華やかなステージなども披露されま
した。最後はビエントの演奏で『ふるさと』などを全員で
合唱しました。

出演者と観客が一体になって楽しみました観客を魅了したダンス

子どもたちの安全を守る地域貢献
横断歩道がきれいになりました

　福岡市に本社を置く新栄住宅株式会社が、小中学
生が多く利用する横断歩道の塗り直しを行ないまし
た。これは黒石原区内での宅地分譲に合わせた地域
貢献策として実施されたものです。
　同社の木庭律明代表取締役は「宅地分譲で将来
の市を背負う子どもたちが増えます。周辺に住む子ど
もたちも含め、事故のない安全な環境で育ってもらい
たいです」と地域貢献への思いを語りました。

　３月24日、西合志体育館で第12回市少年柔道大
会が開催され県下から56チームが参加しました。
真心館少年柔道クラブが次の戦績を収めました。
●１、２年生の部　優勝、３位　●３、４年生の
部　準優勝、３位　●５、６年生の部　準優勝
　また、４月14日には山鹿市で第10回県小学生学
年別柔道大会が行なわれ、同クラブのメンバーが
次の戦績を収めました。

●２年男女混合無差別級　準優勝　緒方智一（西
合志東小）　●３年男女混合軽量級　優勝　村上
聖蘭（熊本市）　●４年男子重量級　３位　平山雄
盛（熊本市）　●６年女子軽量級　優勝　中馬場桃
葉（西合志東小）
　入賞した４人は九州大会への出場権を獲得。中
馬場さんは８月に愛知県で行われる全国大会へも
出場予定です。

　５月３日から５日にかけて、三つの木の家でス
タートアップウィークエンド熊本@合志市が開催さ
れました。これはNPO法人StartupWeekendによ
るアメリカ発祥の起業体験イベントで、当日は16歳
から50歳代まで14人が参加しました。それぞれの
実現したいアイデアや課題を発表し、参加者同士
でチームを結成。54時間で事業計画などを作って
実業家や起業家の前で発表しました。

　起業家からの指導を受けながら、チーム内で議論
を重ね合った参加者。最後には全チーム無事に発表
を終え、新しい旅行アプリを提案したチームに賞状
が授与されました。参加者からは「起業の具体的なイ
メージが分かった」「初めてここまで真剣に自分のア
イデアに向き合えた」などの声があった他、実際に仕
事を進めていくチームも生まれました。
　次回は11月に熊本市内でも開催予定です。

塗り直された横断歩道

真心館少年柔道クラブ活躍
市少年柔道大会＆県小学生学年別柔道大会

左から緒方さん、中馬場さんアイデアや課題を伝え、仲間を集めていきます

３日間で起業を体験
スタートアップウィークエンド

寝食を共にし、交流を深める参加者

みよしフェスティバル ＆
レイダンスフェスティバル

　４月 28 日、御代志市民センターで中央コミュニティ運
営委員会主催みよしフェスティバル＆レイダンスフェス
ティバルが開催されました。
　ステージでは、14 団体２８０人がダンスや演奏、歌な
どを披露しました。約２,０００人が会場を訪れ、食バ
ザー・キッチンカー・フリーマーケット・マルシェ・大抽
選会などを楽しみました。次回は９月１日㈰に開催が予
定されています。
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市民のひろば市民のひろば

鍛錬の成果を発揮
県少年少女空手道錬成大会

　４月21日、芦北町で県少年少女空手道錬成大会が
行なわれ、英道館のメンバーが活躍しました。
●形　優勝　佐野芯哉（合志南小５年）　３位　佐藤
陽菜美（合志南小１年）　４ 位　黒塚心晴（合志南小
１年）、佐藤未菜美（合志南小３年）　●組手　準優勝
　佐藤陽菜美（合志南小１年）、髙宮奏一郎（合志南
小３年） 、山田璃瑚（合志南小６年）　３位　佐藤未菜
美（合志南小３年）、古賀理咲（西合志南小４年）

優勝、準優勝者は全国大会と九州大会、
３位～４位入賞者は九州大会へ出場します

市少年柔道大会で活躍した皆さん

笑いあり涙あり　最後は大合唱
ドレミの広場

　４月28日、ヴィーブルでドレミの広場が開催され、５３３
人が参加しました。
　赤星誠司先生の歌の授業では楽しい雰囲気で『お
ぼろ月夜』を合唱。３年前に招待しながら熊本地震で延
期となっていたゲストの坂本バンドとビエントによる
ショー、地元有志の華やかなステージなども披露されま
した。最後はビエントの演奏で『ふるさと』などを全員で
合唱しました。

出演者と観客が一体になって楽しみました観客を魅了したダンス

子どもたちの安全を守る地域貢献
横断歩道がきれいになりました

　福岡市に本社を置く新栄住宅株式会社が、小中学
生が多く利用する横断歩道の塗り直しを行ないまし
た。これは黒石原区内での宅地分譲に合わせた地域
貢献策として実施されたものです。
　同社の木庭律明代表取締役は「宅地分譲で将来
の市を背負う子どもたちが増えます。周辺に住む子ど
もたちも含め、事故のない安全な環境で育ってもらい
たいです」と地域貢献への思いを語りました。

　３月24日、西合志体育館で第12回市少年柔道大
会が開催され県下から56チームが参加しました。
真心館少年柔道クラブが次の戦績を収めました。
●１、２年生の部　優勝、３位　●３、４年生の
部　準優勝、３位　●５、６年生の部　準優勝
　また、４月14日には山鹿市で第10回県小学生学
年別柔道大会が行なわれ、同クラブのメンバーが
次の戦績を収めました。

●２年男女混合無差別級　準優勝　緒方智一（西
合志東小）　●３年男女混合軽量級　優勝　村上
聖蘭（熊本市）　●４年男子重量級　３位　平山雄
盛（熊本市）　●６年女子軽量級　優勝　中馬場桃
葉（西合志東小）
　入賞した４人は九州大会への出場権を獲得。中
馬場さんは８月に愛知県で行われる全国大会へも
出場予定です。

　５月３日から５日にかけて、三つの木の家でス
タートアップウィークエンド熊本@合志市が開催さ
れました。これはNPO法人StartupWeekendによ
るアメリカ発祥の起業体験イベントで、当日は16歳
から50歳代まで14人が参加しました。それぞれの
実現したいアイデアや課題を発表し、参加者同士
でチームを結成。54時間で事業計画などを作って
実業家や起業家の前で発表しました。

　起業家からの指導を受けながら、チーム内で議論
を重ね合った参加者。最後には全チーム無事に発表
を終え、新しい旅行アプリを提案したチームに賞状
が授与されました。参加者からは「起業の具体的なイ
メージが分かった」「初めてここまで真剣に自分のア
イデアに向き合えた」などの声があった他、実際に仕
事を進めていくチームも生まれました。
　次回は11月に熊本市内でも開催予定です。

塗り直された横断歩道

真心館少年柔道クラブ活躍
市少年柔道大会＆県小学生学年別柔道大会

左から緒方さん、中馬場さんアイデアや課題を伝え、仲間を集めていきます

３日間で起業を体験
スタートアップウィークエンド

寝食を共にし、交流を深める参加者

みよしフェスティバル＆
レイダンスフェスティバル

　４月 28 日、御代志市民センターで中央コミュニティ運
営委員会主催みよしフェスティバル＆レイダンスフェス
ティバルが開催されました。
　ステージでは、14 団体２８０人がダンスや演奏、歌な
どを披露しました。約２,０００人が会場を訪れ、食バ
ザー・キッチンカー・フリーマーケット・マルシェ・大抽
選会などを楽しみました。次回は９月１日㈰に開催が予
定されています。
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市民のひろば市民のひろば

歌とトーク　多彩なステージ
青島広志のおしゃべりコンサート

　５月11日、ヴィーブルで青島広志のおしゃべりコン
サートを開催しました。
　オペラ、文部省唱歌、ミュージカル曲などさまざま
なジャンルの歌を４４１人が鑑賞しました。ヴィーブル
合唱団の共演や青島さんの歌で、会場は音楽の世界
一色に。観客からは「本格的なプロの歌を生で聴くこ
とができ、素晴らしかったです」「歌声がきれいでし
た」などの感想が聞かれました。

左から青島さん、ソプラノ歌手赤星啓子さん、テノール歌手小野勉さん

熊本ゴールデンラークスが奮闘
都市対抗野球大会

上庄区では長年、ホタルが生息する環境を守り続けています

得意のタックルで九州一に
九州少年少女レスリング選手権大会

　５月11日から12日にかけて、佐賀県で第33回九州
少年少女レスリング選手権大会が行なわれました。
熊本レスリングクラブの今村礼ノ助さん（西合志第一
小４年）が出場し、見事優勝。７月に和歌山県で行な
われる全国大会への出場を決めました。
　今村さんは「練習はきついけど、タックルが決まっ
たときや優勝したときは嬉しかったです。全国大会の
目標はメダルを取ることです」と語りました。

週２回、野々島市民センターで練習を重ねています

小中学校での感染症予防対策を
株式会社セイブクリーンがアドレットを贈呈

　５月20日、株式会社セイブクリーンの坂井さゆり代
表取締役が西合志東小学校を訪れ、貼り替え用のア
ドレット３０８枚を贈呈しました。これは市内小中学
校での感染症予防に役立ててほしいと同社が企画し
たものです。贈呈後は同社社員と同校児童の共同で、
アドレットの貼り替え作業を行ないました。
　アドレットは市内各小中学校の全ての洋便器の蓋
に貼り付けて活用しています。

アドレットを手渡す
坂井代表取締役 (左 )

新しいアドレットに
貼り替え

来場者一体となって楽しむ
れんがの家感謝祭

　５月18日、障がい者支援センターれんがの家で感
謝祭が開催されました。
　当日は雨にもかかわらず、食バザー、わなげやボー
ル当てなどのゲームコーナーに多くの親子連れなど
が来場。来場者参加型イベントとして行なわれたラム
ネの早飲みとパン食い競争では、会場中から「もう少
しだよ、頑張れ」と声援や拍手が送られ、来場者が
一体となって楽しんでいました。

一斉にパンに食いつくパン食い競争

本市で初めて受賞
県食生活改善推進員連絡協議会長表彰

市の昔話を伝承
絵本『合志の昔話』読み聞かせ

　６月４日、西合志第一小学校おはなしボランティアが
西合志第一小学校４年生に絵本『合志の昔話』の読
み聞かせを行ないました。この絵本は、同ボランティア
団体の水上明子さんが執筆し、ことし３月に教育委員
会が発行して、各小中学校へ配ったものです。
　読み聞かせを聞いた4年生は、「合志に昔話がある
と知り、驚きました。絵本で身ぶりを付けて読み聞かせ
てもらい楽しかったです」と喜んでいました。

西合志第一小学校で読み聞かせを行なう水上さん

幻想的な光の祭り
上庄ホタル祭り＆イルミネーション

　５月25日から６月１日にかけて、上庄魅力化推進委
員会（青木委員長）主催の上庄ホタル祭りが開催され
ました。上庄区内の複数箇所でホタルが乱舞し、訪
れた人は幻想的な景色に見入っていました。
　竹迫城跡公園の寛永堀橋周辺では住民の手で飾
り付けされたイルミネーションが点灯。初日の点灯式
では青木委員長が「これからも地域の自然や魅力を
守っていきたい」とあいさつしました。

　５月24日、くまもと森都心プラザで、県食生活改善
推進員連絡協議会長表彰が行なわれ、市食生活改
善推進員から５人が受賞しました。この賞は活動年
数が20年以上の会員に対し贈られるもので、本市で
は初めての受賞です。
　受賞者は「発足当時からこんなに長く続けられた
のも周囲のおかげと思う。これからも市の食改善のた
めに頑張りたい」と語りました。

前列　左から受賞した飯塚さん、宮本さん、宇野さん、栗山さん

　５月25日から６月１日にかけて、熊本市と山鹿市で
第90回都市対抗野球大会九州地区予選が開催され
ました。本市に本拠地を置く熊本ゴールデンラークス
が出場。選手やスタッフ、応援団の皆さん一丸となっ
て戦い抜きました。
　第３代表決定戦で敗れ、惜しくも本戦出場は逃し
たものの、見ている人たちに感動を与えた同チーム。
今後の活躍が期待されます。

チームワークを生かして戦いました

※アドレットとは消臭、抗菌、抗ウイルス効果を持った特殊な塗料を使用したシート。

広報 こうし 広報こうし 2019.713 122019.7



市民のひろば市民のひろば

歌とトーク　多彩なステージ
青島広志のおしゃべりコンサート

　５月11日、ヴィーブルで青島広志のおしゃべりコン
サートを開催しました。
　オペラ、文部省唱歌、ミュージカル曲などさまざま
なジャンルの歌を４４１人が鑑賞しました。ヴィーブル
合唱団の共演や青島さんの歌で、会場は音楽の世界
一色に。観客からは「本格的なプロの歌を生で聴くこ
とができ、素晴らしかったです」「歌声がきれいでし
た」などの感想が聞かれました。

左から青島さん、ソプラノ歌手赤星啓子さん、テノール歌手小野勉さん

熊本ゴールデンラークスが奮闘
都市対抗野球大会

上庄区では長年、ホタルが生息する環境を守り続けています

得意のタックルで九州一に
九州少年少女レスリング選手権大会

　５月11日から12日にかけて、佐賀県で第33回九州
少年少女レスリング選手権大会が行なわれました。
熊本レスリングクラブの今村礼ノ助さん（西合志第一
小４年）が出場し、見事優勝。７月に和歌山県で行な
われる全国大会への出場を決めました。
　今村さんは「練習はきついけど、タックルが決まっ
たときや優勝したときは嬉しかったです。全国大会の
目標はメダルを取ることです」と語りました。

週２回、野々島市民センターで練習を重ねています

小中学校での感染症予防対策を
株式会社セイブクリーンがアドレットを贈呈

　５月20日、株式会社セイブクリーンの坂井さゆり代
表取締役が西合志東小学校を訪れ、貼り替え用のア
ドレット３０８枚を贈呈しました。これは市内小中学
校での感染症予防に役立ててほしいと同社が企画し
たものです。贈呈後は同社社員と同校児童の共同で、
アドレットの貼り替え作業を行ないました。
　アドレットは市内各小中学校の全ての洋便器の蓋
に貼り付けて活用しています。

アドレットを手渡す
坂井代表取締役 (左 )

新しいアドレットに
貼り替え

来場者一体となって楽しむ
れんがの家感謝祭

　５月18日、障がい者支援センターれんがの家で感
謝祭が開催されました。
　当日は雨にもかかわらず、食バザー、わなげやボー
ル当てなどのゲームコーナーに多くの親子連れなど
が来場。来場者参加型イベントとして行なわれたラム
ネの早飲みとパン食い競争では、会場中から「もう少
しだよ、頑張れ」と声援や拍手が送られ、来場者が
一体となって楽しんでいました。

一斉にパンに食いつくパン食い競争

本市で初めて受賞
県食生活改善推進員連絡協議会長表彰

市の昔話を伝承
絵本『合志の昔話』読み聞かせ

　６月４日、西合志第一小学校おはなしボランティアが
西合志第一小学校４年生に絵本『合志の昔話』の読
み聞かせを行ないました。この絵本は、同ボランティア
団体の水上明子さんが執筆し、ことし３月に教育委員
会が発行して、各小中学校へ配ったものです。
　読み聞かせを聞いた4年生は、「合志に昔話がある
と知り、驚きました。絵本で身ぶりを付けて読み聞かせ
てもらい楽しかったです」と喜んでいました。

西合志第一小学校で読み聞かせを行なう水上さん

幻想的な光の祭り
上庄ホタル祭り＆イルミネーション

　５月25日から６月１日にかけて、上庄魅力化推進委
員会（青木委員長）主催の上庄ホタル祭りが開催され
ました。上庄区内の複数箇所でホタルが乱舞し、訪
れた人は幻想的な景色に見入っていました。
　竹迫城跡公園の寛永堀橋周辺では住民の手で飾
り付けされたイルミネーションが点灯。初日の点灯式
では青木委員長が「これからも地域の自然や魅力を
守っていきたい」とあいさつしました。

　５月24日、くまもと森都心プラザで、県食生活改善
推進員連絡協議会長表彰が行なわれ、市食生活改
善推進員から５人が受賞しました。この賞は活動年
数が20年以上の会員に対し贈られるもので、本市で
は初めての受賞です。
　受賞者は「発足当時からこんなに長く続けられた
のも周囲のおかげと思う。これからも市の食改善のた
めに頑張りたい」と語りました。

前列　左から受賞した飯塚さん、宮本さん、宇野さん、栗山さん

　５月25日から６月１日にかけて、熊本市と山鹿市で
第90回都市対抗野球大会九州地区予選が開催され
ました。本市に本拠地を置く熊本ゴールデンラークス
が出場。選手やスタッフ、応援団の皆さん一丸となっ
て戦い抜きました。
　第３代表決定戦で敗れ、惜しくも本戦出場は逃し
たものの、見ている人たちに感動を与えた同チーム。
今後の活躍が期待されます。

チームワークを生かして戦いました

※アドレットとは消臭、抗菌、抗ウイルス効果を持った特殊な塗料を使用したシート。
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食べ方、動き方でロコモ予防（体組成測定付き）

第13回
ウエルネスシティこうしだより

●と　き　７月24日㈬　午前10時～11時（受付9時30分～）
●ところ　菊池養生園 ( 菊池市泗水町吉富２１９３-１)
●内　容　ロコモ予防のためのロコトレ
　　　　　骨と筋肉を強くする食事の話
●定　員　先着30人
●申し込み・問い合わせ先
　菊池養生園　担当 田中・中村　☎０９６８-３８-２８２０
※室内用運動靴、動きやすい服装で飲み物をお持ちください。
　参加費無料、事前予約が必要です。　

　運動を始めたい人や楽しく続けたい人向けの講座「ウエルカム元気
の森」を元気の森公園で定期的に開催しています。
　ポイントカードの申し込みも募集中です。専用コースを歩いたり、ク
ラッシーノ・マルシェで買い物をしたりするとポイントが貯まります。貯
まったポイントは同店で買い物時に使えます。
※発行には手数料（５００円）がかかります。

問い合わせ先
　　 ウエルネスシティこうし　☎288ー 5629
御代志1661-16（御代志市民センター内）
営業時間／平日午前９時～午後3時
　　　　　（御代志市民センター休館日・月・土・日・祝日除く）
ホームページ　http://wellness-koshi.jp/

市民のひろば

100 歳おめでとうございます
基本を徹底した稽古が実を結ぶ

県剣道道場連盟少年剣道錬成大会優勝

田んぼで遊ぼう
どろりんピック
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　６月に１００歳を迎えた皆さんに、市長からの
お祝い状とお祝い金が贈られました。

木のぬくもりを感じる
木であそぼう・つくろうフェスティバル

　６月９日、御代志市民センターで、木であそぼう・つ
くろうフェスティバルが開催され、多くの親子連れな
どでにぎわいました。
　会場には木のおもちゃ広場が設けられ、いろいろな
仕掛けのあるおもちゃに、子どもたちが夢中になって
いました。ものづくり広場では親子などで協力して箸
や木琴、イスなどを制作。来場者は楽しみながら木の
ぬくもりを感じていました。

自分だけの木の箸づくり。上手にできるかな

原田 フサ さん
大正８年６月５日生

寺本 シヅ子 さん
大正８年６月 10日生

　６月２日、ヴィ―ブルで第44回県剣道道場連盟少
年剣道錬成大会が開催されました。低学年の部３人
制で合志少年剣道クラブが見事優勝を飾りました。
先鋒を小倉凜子さん(南ヶ丘小４年)、中堅を岸森悠太
朗さん(南ヶ丘小４年)、大将を野田恵佑さん(菊陽中
部小４年)が務めました。
 小倉さんは「次の試合でも優勝めざして、稽古を頑
張ります」と今後の抱負を力強く語りました。

左から小倉さん、野田さん、岸森さん

　６月８日、ふれあい館近くの田んぼで、どろり
んピックが開催されました。これは田植え前の田
んぼで子どもたちに思い切り遊んでもらおうと行
なわれているものです。子どもたちは全身泥だら
けになりながら宝探しやソリを使った競争などを
楽しみました。遊んだあとは食生活改善推進委員
から米ができるまでの話を聞いておにぎりを試
食。米の大切さを学ぶ機会にもなりました。

泥の中でかけっこ
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●内　容　ロコモ予防のためのロコトレ
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●申し込み・問い合わせ先
　菊池養生園　担当 田中・中村　☎０９６８-３８-２８２０
※室内用運動靴、動きやすい服装で飲み物をお持ちください。
　参加費無料、事前予約が必要です。　

　運動を始めたい人や楽しく続けたい人向けの講座「ウエルカム元気
の森」を元気の森公園で定期的に開催しています。
　ポイントカードの申し込みも募集中です。専用コースを歩いたり、ク
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　　　　　（御代志市民センター休館日・月・土・日・祝日除く）
ホームページ　http://wellness-koshi.jp/
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ち
出
す
。

②
被
覆
資
材
の
隙
間
を
な
く
す
。

③
施
設
内
は
除
草
す
る
。

▼
閉
め
込
み
方
法

①
栽
培
終
了
後
は
速
や
か
に
開
放
部

　

を
閉
鎖
し
、
隙
間
な
く
密
閉
す
る
。

②
密
閉
後
に一斉
に
株
も
と
を
引
き
抜

　

く
か
切
断
す
る
。

▼
閉
め
込
み
期
間
の
目
安

　

４
月
〜
９
月
の
快
晴
日
で
は
、
植

物
が
枯
れ
て
か
ら
１
週
間
以
上
。

※

ウ
リ
類
や
ト
マ
ト
以
外
の
品
目
も
栽

　

培
終
了
後
に
閉
め
込
み
を
行
な
い
、

　

次
作
へ
の
害
虫
の
飛
び
込
み
を
減
ら

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

菊
池
地
域
振
興
局

　

農
業
普
及
・
振
興
課

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
０
５

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
に

交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た

人
に
交
付
の
事
実
を
通
知
し
、
不
正

請
求
な
ど
を
抑
止
す
る
も
の
で
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
に
な
る
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
証
明

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
謄
抄
本

　

な
ど

▼
登
録
で
き
る
人

　

本
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
、

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
（
除

　

か
れ
た
人
も
含
む
）

▼
申
請
窓
口

　

市
民
課
、
西
合
志
総
合
窓
口
（
御

　

代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）、
須
屋
支
所
、

　

泉
ヶ
丘
支
所

　

市
民
課

　

☎（
２
４
８
）
１
１
１
３

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
の
運
動
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

環
境
に
合
わ
せ
、
立
ち
直
り
を
支
援

で
き
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

交
通
防
災
課

　

☎（
２
４
８
）１
５
５
５

市
税
の
納
期
限
の
訂
正
と

お
詫
び

　

広
報
こ
う
し
４
月
号
８
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
市
税
の
納
期
限
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の

と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

第
７
期

誤　

12
月
27
日
㈮

正　

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

※

口
座
振
替
は
12
月
25
日
㈬
で
変
更

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課

　

☎（
２
４
８
）1
1
1
4

お
知
ら
せ

問

問問

問

問

問

ヴ

　６月に１００歳を迎えた皆さんに、市長からの
お祝い状とお祝い金が贈られました。

木のぬくもりを感じる
木であそぼう・つくろうフェスティバル

　６月９日、御代志市民センターで、木であそぼう・つ
くろうフェスティバルが開催され、多くの親子連れな
どでにぎわいました。
　会場には木のおもちゃ広場が設けられ、いろいろな
仕掛けのあるおもちゃに、子どもたちが夢中になって
いました。ものづくり広場では親子などで協力して箸
や木琴、イスなどを制作。来場者は楽しみながら木の
ぬくもりを感じていました。

自分だけの木の箸づくり。上手にできるかな

原田 フサ さん
大正８年６月５日生

寺本 シヅ子 さん
大正８年６月 10日生

　６月２日、ヴィ―ブルで第44回県剣道道場連盟少
年剣道錬成大会が開催されました。低学年の部３人
制で合志少年剣道クラブが見事優勝を飾りました。
先鋒を小倉凜子さん(南ヶ丘小４年)、中堅を岸森悠太
朗さん(南ヶ丘小４年)、大将を野田恵佑さん(菊陽中
部小４年)が務めました。
 小倉さんは「次の試合でも優勝めざして、稽古を頑
張ります」と今後の抱負を力強く語りました。

左から小倉さん、野田さん、岸森さん

　６月８日、ふれあい館近くの田んぼで、どろり
んピックが開催されました。これは田植え前の田
んぼで子どもたちに思い切り遊んでもらおうと行
なわれているものです。子どもたちは全身泥だら
けになりながら宝探しやソリを使った競争などを
楽しみました。遊んだあとは食生活改善推進委員
から米ができるまでの話を聞いておにぎりを試
食。米の大切さを学ぶ機会にもなりました。

泥の中でかけっこ
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地域へ向けた第一歩

元気応援サポーター募集
　高齢者の在宅生活・日常生活の自立を支援する元
気応援サポーター（有償ボランティア）を募集してい
ます。
●活動内容　利用者宅に訪問し、掃除や買い物など
　　　　　　日常生活の支援を週１回（45分）定期的
　　　　　　に行ないます。
●報　　酬　１回当たり７５０円～１，０００円

元気応援サポーターになるには
①右記のサポーター養成講座を受講
②市シルバー人材センターまたは市社会福祉協議会へ
　サポーター登録

●サポーターに関する問い合わせ先
　高齢者支援課　包括支援センター班　
　☎２４８-１１２６

生活・介護支援サポーター養成講座
●と　き　（全５回）
　開　講　８月27日㈫
　第２回　９月３日㈫
　第３回　９月24日㈫
　第４回　９月中に実習（デイサービスなど）
　第５回　10月１日㈫
※時間はいずれも午後１時30分～４時30分。
　日程・時間などを変更する場合があります。
●ところ　ふれあい館
●対　象　原則全講座を受講できる市民（先着30人）
●参加料　無料
●講座の申し込み・問い合わせ先　
　市社会福祉協議会　地域福祉課（ふれあい館）
　☎２４２-７００７

募
集

サ
ン
・
ヒ
マ
ワ
リ
あ
い
お
い

入
居
者
募
集（
随
時
募
集
中
）

無
料
家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

樹
木
剪
定
講
習
・

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習

せ
ん
て
い

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
募
集

夏
休
み

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

問
申問 申

問
申

問
申問

問
申

問
申

問
申
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く
ら
し
・
生
活

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

産
業
・
し
ご
と

く
ら
し
・
生
活

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

産
業
・
し
ご
と

インフォメーション

▼
と
こ
ろ　

合
生
４
１
８
８
番
地
１

▼
募
集
戸
数　

３
戸
（
２
・
３
階
）

▼
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
学
校
区　

西
合
志
第
一小
学
校
、

　

西
合
志
中
学
校

▼
月
額
家
賃　

４
３
、
０
０
０
円

　

〜
５
２
、
０
０
０
円

※

世
帯
の
所
得
に
応
じ
ま
す
。

▼
入
居
資
格

・
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
本
市
に
あ

　

り
、市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
入
居
予
定
者
全
員
の
所
得
合
計
が

　

月
額
１
３
９
、０
０
０
円
以
上
、　

　

２
５
９
、
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る

　

こ
と
。

▼
敷
金　

家
賃
３
カ
月
分

▼
駐
車
場　

１
、
０
０
０
円
／
月

　
　

都
市
計
画
課　

建
築
住
宅
班

　

☎（
２
４
８
）
３
８
５
５

　

介
護
に
役
立
つ
情
報
や
技
術
の
講

義
・
実
技
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き　

①
８
月
５
日
㈪
、②
８
月

　

19
日
㈪
、③
９
月
２
日
㈪

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

ふ
れ
あ
い
館　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

介
護
し
て
い
る
人
、
介
護

　

に
興
味
が
あ
る
人

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
内
容　

①
基
本
動
作
の
介
助
方
法

　
（
車
い
す
動
作
な
ど
）・
福
祉
用
具

　

に
つ
い
て　

②
い
ざ
と
い
う
時
役

　

立
つ
救
急
対
応
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

　

方　

③
自
宅
で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
・

　

食
事
介
助

　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）
７
０
０
７

　

レ
ス
リ
ン
グ
の
体
験
教
室
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

野
々
島
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

５
歳
〜
中
学
生

▼
参
加
費　

無
料
（
１
人
２
回
ま
で
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

　

熊
本
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ　

磯
川

　

☎
０
９
０（
１
３
４
０
）２
３
４
４

令
和
元
年
度

水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

熊
本
地
域
で
は
１
年
の
う
ち
で
水

の
使
用
量
が
増
加
す
る
７
月
・
８
月

を
地
下
水
保
全
強
化
月
間
と
し
て
、

節
水
な
ど
地
下
水
保
全
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
１
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャッ
ス
ル

▼
内
容　

リ
レ
ー
講
演
会
と
パ
ネ
ル　

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

・
テ
ー
マ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
お
け

　

る
持
続
可
能
な
地
下
水
利
用

・
講
師　

佐
藤
寛
さ
ん（
ジ
ェ
ト
ロ
・

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
、
大
野
隆

　

さ
ん
（
肥
後
銀
行
）
他
パ
ネ
リ
ス

　

ト
２
人

▼
定
員　

１
５
０
人

※

当
日
参
加
も
可
。

▼
参
加
費　

無
料

　
　

公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下

　
　

水
財
団

　

☎（
２
２
７
）６
６
７
８

※

詳
し
く
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

（https://kum
am
otogw

f.or.jp

）

　

　

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

菊
池
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　

事
務
局
（
菊
陽
ボ
ウ
ル
内
）

　

担
当　

兼
森
・
楢
崎

　

☎（
２
３
２
）２
２
３
１

　

c（
２
３
２
）４
８
６
８

　

樹
木
の
性
質
、
整
枝
方
法
の
知

識
・
技
能
を
習
得
す
る
講
習
と
就
業

時
の
刈
払
機
の
安
全
作
業
を
習
得
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

①
樹
木
剪
定
講
習
（
２
日
間
）

　

８
月
８
日
㈭
〜
９
日
㈮

②
刈
払
機
取
扱
安
全
講
習

　

８
月
26
日
㈪

▼
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン　

　

タ
ー
（
栄
３
７
６
６-

２
２
）

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
健
康
な
人

▼
定
員　

各
講
座
10
人

▼
受
講
料　

無
料

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
８
）２
３
９
４

▼
採
用
試
験
日

・
第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰

・
第
２
次
試
験　

11
月
上
旬（
予
定
）

▼
採
用
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験　

県
立
翔
陽
高
等
学

　

校
（
大
津
町
室
1
7
8
2
）

・
第
２
次
試
験

　

菊
池
市
、
大
津
町　
（
予
定
）

▼
職
種
・
採
用
予
定
数
・
受
験
資
格

▼
第
１
次
試
験
内
容

　

筆
記
試
験（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

▼
受
付
期
間　

７
月
29
日
㈪

　

〜
８
月
16
日
㈮
（
土
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

申
込
用
紙
は
菊
池
広
域
連
合
消
防

　

本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い

　

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
詳

　

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　

な
る
か
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.kikuchi-kr.jp/

）

　
　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部　

　

総
務
課

　

〒
８
６
９‐

１
１
０
２

　

菊
陽
町
大
字
原
水
７
ー
１

　

☎（
２
３
２
）９
３
４
０

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
戦
没
者
の
遺
児
で
す
。

慰
霊
追
悼
や
地
域
の
住
民
と
の
友
好

親
善
の
た
め
旧
戦
域
を
訪
ね
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
遺
族
連
合
会

　

☎（
３
５
２
）６
９
２
５

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

▼
と
き　

・
Ａ
コ
ー
ス　

７
月
25
日
㈭

　

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

・
Ｂ
コ
ー
ス　

８
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
Ｃ
コ
ー
ス　

８
月
７
日
㈬

　

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

▼
と
こ
ろ　

菊
陽
ボ
ウ
ル

　

（
菊
陽
町
津
久
礼
２
１
９
９
）

▼
対
象　

年
長
児
〜
中
学
生

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

▼
参
加
費　

各
コ
ー
ス
５
０
０
円

（
貸
靴
代
を
含
む
）

▼
申
込
方
法　

　　

申し込み先　　　問い合わせ先 　　ヴィーブル内申 問 ヴ

職種 採用
予定数

６人
程度

平成７年４月２日～
平成14年４月１日まで
に生まれた人

平成４年４月２日以降
に生まれた人で、救急
救命士法（平成３年法
律第36号）により救急
救命士の免許を取得
している人

２人
程度

受験資格

消
防

救
急
救
命
士

警察署だより
今月のひとこと

犯罪発生
状　　況

（令和元年5月集計）

区　分
北合志署管内
うち合志市

北合志署管内

発生件数
死者数
負傷者数

区　分

5月中
32
11

累　計
198
54

5月中
28
1
37

累　計
169
3
212

うち合志市
5月中
12
1
15

累　計
53
2
64

主な発生犯罪 万引、自転車盗など

交通事故
状　　況

（令和元年5月集計）

夏休み中の少年非行・家出を防止しましょう

問い合わせ先
熊本北合志警察署
☎341-0110

　もうすぐ夏休みです。開放感
から気が緩みがちになる時期で
もあるので、事故防止に十分留
意しましょう。

　家庭は小さな社会です。家庭内の小さな約束を守ることが、規範意識
を育てることになります。決まりを守ることで、自分も守られることを
家庭内でしっかりと教えて、よりよい習慣を身に付けさせましょう。毎
日の生活の中で、子供の言葉や生活態度に注意して、
・外出先を告げず帰宅も遅い。　・学校や部活に行きたがらない。
・買い与えていないものを所持。　・言葉遣いが乱暴になる。　
・片時もスマートフォン、携帯電話を離そうとしない。
・友人関係に変化がみられる。     
など、普段の行動に変化が見られる場合、早期に適切な指導を行ない、
非行に走らせないようにしましょう。

拳銃１１０番報奨制度へ
情報提供を
　「拳銃を見た」「ネット上で拳銃が売られてい
る」「暴力団員風の者が空き家に出入りして何か
を隠していた」などの拳銃情報があればご連絡く
ださい。通報で拳銃などが押収され、被疑者の検
挙に至った場合、報奨金の対象になります。
●通報先　☎０１２０-１０-３７７４
※支払いには条件があります。匿名を希望した場
　合にも報奨金を支払うことがあります。



地域へ向けた第一歩

元気応援サポーター募集
　高齢者の在宅生活・日常生活の自立を支援する元
気応援サポーター（有償ボランティア）を募集してい
ます。
●活動内容　利用者宅に訪問し、掃除や買い物など
　　　　　　日常生活の支援を週１回（45分）定期的
　　　　　　に行ないます。
●報　　酬　１回当たり７５０円～１，０００円

元気応援サポーターになるには
①右記のサポーター養成講座を受講
②市シルバー人材センターまたは市社会福祉協議会へ
　サポーター登録

●サポーターに関する問い合わせ先
　高齢者支援課　包括支援センター班　
　☎２４８-１１２６

生活・介護支援サポーター養成講座
●と　き　（全５回）
　開　講　８月27日㈫
　第２回　９月３日㈫
　第３回　９月24日㈫
　第４回　９月中に実習（デイサービスなど）
　第５回　10月１日㈫
※時間はいずれも午後１時30分～４時30分。
　日程・時間などを変更する場合があります。
●ところ　ふれあい館
●対　象　原則全講座を受講できる市民（先着30人）
●参加料　無料
●講座の申し込み・問い合わせ先　
　市社会福祉協議会　地域福祉課（ふれあい館）
　☎２４２-７００７

募
集

サ
ン
・
ヒ
マ
ワ
リ
あ
い
お
い

入
居
者
募
集（
随
時
募
集
中
）

無
料
家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

樹
木
剪
定
講
習
・

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習

せ
ん
て
い

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
募
集

夏
休
み

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

問
申問 申

問
申

問
申問

問
申

問
申

問
申

広報 こうし 広報こうし 2019.717 162019.7

く
ら
し
・
生
活

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

産
業
・
し
ご
と

く
ら
し
・
生
活

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

産
業
・
し
ご
と

インフォメーション

▼
と
こ
ろ　

合
生
４
１
８
８
番
地
１

▼
募
集
戸
数　

３
戸
（
２
・
３
階
）

▼
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
学
校
区　

西
合
志
第
一小
学
校
、

　

西
合
志
中
学
校

▼
月
額
家
賃　

４
３
、
０
０
０
円

　

〜
５
２
、
０
０
０
円

※

世
帯
の
所
得
に
応
じ
ま
す
。

▼
入
居
資
格

・
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
本
市
に
あ

　

り
、市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
入
居
予
定
者
全
員
の
所
得
合
計
が

　

月
額
１
３
９
、０
０
０
円
以
上
、　

　

２
５
９
、
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る

　

こ
と
。

▼
敷
金　

家
賃
３
カ
月
分

▼
駐
車
場　

１
、
０
０
０
円
／
月

　
　

都
市
計
画
課　

建
築
住
宅
班

　

☎（
２
４
８
）
３
８
５
５

　

介
護
に
役
立
つ
情
報
や
技
術
の
講

義
・
実
技
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き　

①
８
月
５
日
㈪
、②
８
月

　

19
日
㈪
、③
９
月
２
日
㈪

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

ふ
れ
あ
い
館　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

介
護
し
て
い
る
人
、
介
護

　

に
興
味
が
あ
る
人

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
内
容　

①
基
本
動
作
の
介
助
方
法

　
（
車
い
す
動
作
な
ど
）・
福
祉
用
具

　

に
つ
い
て　

②
い
ざ
と
い
う
時
役

　

立
つ
救
急
対
応
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

　

方　

③
自
宅
で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
・

　

食
事
介
助

　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）
７
０
０
７

　

レ
ス
リ
ン
グ
の
体
験
教
室
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
６
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

野
々
島
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

５
歳
〜
中
学
生

▼
参
加
費　

無
料
（
１
人
２
回
ま
で
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

　

熊
本
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ　

磯
川

　

☎
０
９
０（
１
３
４
０
）２
３
４
４

令
和
元
年
度

水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

熊
本
地
域
で
は
１
年
の
う
ち
で
水

の
使
用
量
が
増
加
す
る
７
月
・
８
月

を
地
下
水
保
全
強
化
月
間
と
し
て
、

節
水
な
ど
地
下
水
保
全
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
１
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャッ
ス
ル

▼
内
容　

リ
レ
ー
講
演
会
と
パ
ネ
ル　

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

・
テ
ー
マ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
お
け

　

る
持
続
可
能
な
地
下
水
利
用

・
講
師　

佐
藤
寛
さ
ん（
ジ
ェ
ト
ロ
・

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
、
大
野
隆

　

さ
ん
（
肥
後
銀
行
）
他
パ
ネ
リ
ス

　

ト
２
人

▼
定
員　

１
５
０
人

※

当
日
参
加
も
可
。

▼
参
加
費　

無
料

　
　

公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下

　
　

水
財
団

　

☎（
２
２
７
）６
６
７
８

※

詳
し
く
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

（https://kum
am
otogw

f.or.jp

）

　

　

前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

菊
池
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　

事
務
局
（
菊
陽
ボ
ウ
ル
内
）

　

担
当　

兼
森
・
楢
崎

　

☎（
２
３
２
）２
２
３
１

　

c（
２
３
２
）４
８
６
８

　

樹
木
の
性
質
、
整
枝
方
法
の
知

識
・
技
能
を
習
得
す
る
講
習
と
就
業

時
の
刈
払
機
の
安
全
作
業
を
習
得
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

①
樹
木
剪
定
講
習
（
２
日
間
）

　

８
月
８
日
㈭
〜
９
日
㈮

②
刈
払
機
取
扱
安
全
講
習

　

８
月
26
日
㈪

▼
と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン　

　

タ
ー
（
栄
３
７
６
６-

２
２
）

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
健
康
な
人

▼
定
員　

各
講
座
10
人

▼
受
講
料　

無
料

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
８
）２
３
９
４

▼
採
用
試
験
日

・
第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰

・
第
２
次
試
験　

11
月
上
旬（
予
定
）

▼
採
用
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験　

県
立
翔
陽
高
等
学

　

校
（
大
津
町
室
1
7
8
2
）

・
第
２
次
試
験

　

菊
池
市
、
大
津
町　
（
予
定
）

▼
職
種
・
採
用
予
定
数
・
受
験
資
格

▼
第
１
次
試
験
内
容

　

筆
記
試
験（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

▼
受
付
期
間　

７
月
29
日
㈪

　

〜
８
月
16
日
㈮
（
土
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
申
込
用
紙
は
菊
池
広
域
連
合
消
防

　

本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い

　

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
詳

　

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　

な
る
か
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.kikuchi-kr.jp/

）

　
　

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部　

　

総
務
課

　

〒
８
６
９‐

１
１
０
２

　

菊
陽
町
大
字
原
水
７
ー
１

　

☎（
２
３
２
）９
３
４
０

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
戦
没
者
の
遺
児
で
す
。

慰
霊
追
悼
や
地
域
の
住
民
と
の
友
好

親
善
の
た
め
旧
戦
域
を
訪
ね
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
遺
族
連
合
会

　

☎（
３
５
２
）６
９
２
５

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

▼
と
き　

・
Ａ
コ
ー
ス　

７
月
25
日
㈭

　

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

・
Ｂ
コ
ー
ス　

８
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
Ｃ
コ
ー
ス　

８
月
７
日
㈬

　

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

▼
と
こ
ろ　

菊
陽
ボ
ウ
ル

　

（
菊
陽
町
津
久
礼
２
１
９
９
）

▼
対
象　

年
長
児
〜
中
学
生

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

▼
参
加
費　

各
コ
ー
ス
５
０
０
円

（
貸
靴
代
を
含
む
）

▼
申
込
方
法　

　　

申し込み先　　　問い合わせ先 　　ヴィーブル内申 問 ヴ

職種 採用
予定数

６人
程度

平成７年４月２日～
平成14年４月１日まで
に生まれた人

平成４年４月２日以降
に生まれた人で、救急
救命士法（平成３年法
律第36号）により救急
救命士の免許を取得
している人

２人
程度

受験資格

消
防

救
急
救
命
士

警察署だより
今月のひとこと

犯罪発生
状　　況

（令和元年5月集計）

区　分
北合志署管内
うち合志市

北合志署管内

発生件数
死者数
負傷者数

区　分

5月中
32
11

累　計
198
54

5月中
28
1
37

累　計
169
3
212

うち合志市
5月中
12
1
15

累　計
53
2
64

主な発生犯罪 万引、自転車盗など

交通事故
状　　況

（令和元年5月集計）

夏休み中の少年非行・家出を防止しましょう

問い合わせ先
熊本北合志警察署
☎341-0110

　もうすぐ夏休みです。開放感
から気が緩みがちになる時期で
もあるので、事故防止に十分留
意しましょう。

　家庭は小さな社会です。家庭内の小さな約束を守ることが、規範意識
を育てることになります。決まりを守ることで、自分も守られることを
家庭内でしっかりと教えて、よりよい習慣を身に付けさせましょう。毎
日の生活の中で、子供の言葉や生活態度に注意して、
・外出先を告げず帰宅も遅い。　・学校や部活に行きたがらない。
・買い与えていないものを所持。　・言葉遣いが乱暴になる。　
・片時もスマートフォン、携帯電話を離そうとしない。
・友人関係に変化がみられる。     
など、普段の行動に変化が見られる場合、早期に適切な指導を行ない、
非行に走らせないようにしましょう。

拳銃１１０番報奨制度へ
情報提供を
　「拳銃を見た」「ネット上で拳銃が売られてい
る」「暴力団員風の者が空き家に出入りして何か
を隠していた」などの拳銃情報があればご連絡く
ださい。通報で拳銃などが押収され、被疑者の検
挙に至った場合、報奨金の対象になります。
●通報先　☎０１２０-１０-３７７４
※支払いには条件があります。匿名を希望した場
　合にも報奨金を支払うことがあります。



く
ら
し
・
生
活

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育
・
文
化

産
業
・
し
ご
と

インフォメーション申し込み先　　　問い合わせ先 　　ヴィーブル内申 問 ヴ
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市消費生活センター（総務課内）　☎２４８-５４４２
相談受付時間　平日　午前１０時～午後４時

問い合
わせ先　

こんに
ちは

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
交
換

工
事
が
必
要
だ
と
電
話
が

か
か
っ
て
き
た

〈
相
談
事
例
〉

　

電
力
会
社
の
代
理
店
を
名
乗

り
「
電
力
会
社
の
設
備
更
新
に

伴
い
、
現
在
の
電
力
メ
ー
タ
ー

を
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
交
換

す
る
工
事
が
必
要
で
す
。
手
続

き
の
た
め
、
電
気
料
金
明
細
に

書
い
て
あ
る
お
客
様
番
号
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
タ
ー
を

交
換
す
る
と
、
電
気
料
金
が
今

よ
り
安
く
な
り
ま
す
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
業
者
が
言
う
よ
う

に
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
交
換

に
は
手
続
き
が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
（
60
歳
代　

女
性
）

解
説

　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と
は
、

従
来
の
電
力
メ
ー
タ
ー
に
は
な

い
、
電
気
の
使
用
量
を
自
動
で

計
測
す
る
機
能
や
、
通
信
機
能

を
備
え
た
電
力
メ
ー
タ
ー
の
こ

と
で
す
。
人
手
を
介
さ
ず
遠
隔

で
検
針
が
で
き
る
他
、
利
用
者

が
日
ご
と
や
時
間
ご
と
に
き
め

細
か
く
電
気
の
使
用
量
を
把
握

で
き
ま
す
。
現
在
の
メ
ー
タ
ー

の
有
効
期
間
満
了
時
に
随
時
取

り
替
え
ら
れ
ま
す
。
原
則
、
費

用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、
建
物

に
よ
る
配
線
な
ど
状
況
次
第
で

は
費
用
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に

便
乗
し
た
勧
誘
に
注
意

　

無
償
で
取
り
付
け
る
と
言
っ

て
、
電
気
の
契
約
切
り
替
え
を

勧
誘
す
る
事
例
も
あ
る
た
め
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ド
バ
イ
ス

①
住
所
、氏
名
、お
客
様
番
号
（
顧

　

客
番
号
）、
供
給
地
点
特
定
番

　

号
な
ど
安
易
に
伝
え
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
検
針
票

　

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、　

　

電
力
供
給
契
約
を
す
る
際
に

　

必
要
な
情
報
で
す
。
業
者
が

　

入
手
す
る
と
、
消
費
者
の
意

　

思
に
反
し
て
電
気
の
契
約
切

　

り
替
え
の
手
続
き
を
進
め
る

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
相
手

　

の
所
属
先
な
ど
を
確
認
の
上
、

　

現
在
契
約
し
て
い
る
電
力
会

　

社
へ
直
接
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売

に
よ
り
契
約
し
た
場
合
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
事
項
が
書
か
れ

た
契
約
書
面
（
法
定
書
面
）
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
よ
り
契
約
解
除
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※

困
っ
た
と
き
は
一
人
悩
ま
ず
、

　

ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
と
し
の
１
月
、
小
学
４
年
生
の
女

の
子
が
父
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
止
め
る
ど
こ

ろ
か
、
虐
待
に
加
担
し
た
と
し
て
母
親

も
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
母
親
も
夫
か
ら

D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

D
V
と
は
身
体
的
な
暴
力
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
暴
言
を
吐
い
た
り
、
無

視
し
た
り
、
行
動
を
制
限
す
る
な
ど
の

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

日
常
的
に
殴
ら
れ
た
り
怒
鳴
ら
れ

た
り
す
る
と
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

言
い
な
り
に
な
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

端
か
ら
見
れ
ば
「
そ
ん
な
の
嫌
だ
と
言

え
ば
い
い
の
に
」
と
か
「
逃
げ
出
せ
ば

い
い
の
に
」
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
く
ら
い
心
理
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

D
V
は
配
偶
者
や
恋
人
同
士
で
行

な
わ
れ
る
た
め
、
他
人
は
気
付
き
に
く

い
で
す
。
当
事
者
同
士
で
さ
え
、
加
害

者
は
「
こ
っ
ち
の
思
う
よ
う
に
し
な
い

相
手
が
悪
い
ん
だ
」
と
言
い
、
被
害
者

は
「
自
分
が
悪
い
ん
だ
か
ら
怒
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
な
く
て
は
」
と
思
い
込

み
、
D
V
だ
と
気
付
い
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
す
。

  

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
が
相
手
の
こ

と
を
「
空
気
み
た
い
な
も
の
よ
」
と

言
っ
た
り
し
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
夫
婦

の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
空
気
が
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な

い
し
、
相
手
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
自

然
に
暮
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
ら
。
逆
に
一
緒
に
い
て
緊
張

し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
で

は
心
穏
や
か
に
暮
ら
せ
な
い
し
、
一
緒

に
い
る
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 

互
い
に
労
わ
り
と
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
、
相
手
の
幸
せ
を
自
分
の
幸
せ
と

感
じ
、
お
互
い
が
楽
し
い
と
思
え
る
人

生
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

素
敵
な
人
生
・
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

市職員募集
区　分 職　種 採　用

予定数 受　験　資　格 勤務先・職務内容

・平成２年４月２日～平成10年４月１日までに生まれた人
・平成10年４月２日以降に生まれた人で学校教育法による
　大学（短期大学を除く）を卒業または令和２年３月末まで
　に卒業見込みの人

・平成10年４月２日～平成14年４月１日までに生まれた人
　（学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または
　令和２年３月までに卒業見込みの人は受験できません）

・昭和55年4月2日以降に生まれた人で民間企業などにおけ
　る職務経験が直近10年のうち5年以上ある人（アルバイト
　やパートタイム勤務は職務経験に含めない。休職などの期
　間を除く）

・平成2年4月2日以降に生まれた人で保健師の免許を有する
　人、または令和元年度実施の国家試験で取得見込みの人

・昭和55年4月2日以降に生まれた人で次のいずれにも当て
　はまる人
ア）一級建築士または一級建築施工管理技士の免許を有する
　人、もしくは令和元年度実施の国家試験で取得見込みの人
イ）民間企業などにおける建築実務経験が直近10年のうち
　5年以上ある人（アルバイトやパートタイム勤務は職務経
　験に含めない。休職などの期間を除く）

行政

一般
事務

保健師

建築士

8人
程度

4人
程度

1人
程度

1 人
程度

大　　学
卒業程度

短　　大
卒業程度

高等学校
卒業程度

高等学校
卒業程度

事務職
2人
程度

社 会 人
経 験 者

資
格
免
許
職

男女共同参画推進懇話会
委員　森　理 恵 子

●試験職種・採用予定人数　

市長部局などで
行政一般事務に
従事

市長部局などで
保健師業務・事
務の職務に従事

市長部局などで
建築・設計業務、
行政一般事務に
従事

●試験日・試験会場

●受付期間

総務課　人事班　☎２４８－１１１２

第１次試験　とき　９月22日㈰　午前８時３０分　ところ　県立翔陽高等学校（大津町室1782）
第２次試験　とき　10月下旬　　　　　　　　　　ところ　合志市役所
第３次試験　とき　11月下旬　　　　　　　　　　ところ　合志市役所

７月29日㈪～８月16日㈮（土日・祝日は除く）午前８時30分～午後５時15分
※試験実施要領と申込用紙は、総務課、西合志総合窓口(御代志市民センター)、須屋支所、泉ヶ丘
　支所に用意しています。また、市ホームページにも掲載しています。
※電子申請での受験申し込みもできます。詳しくは試験実施要領をご覧ください。

非常勤職員募集
職　種 業務内容 採用

人数
加入する
保険勤務先 資格・条件 報　酬 申込方法勤務日・

勤務時間

介護保険
要介護申
請者宅へ
訪問・調
査業務

高齢者支
援課　介
護保険班

雇用保険
社会保険

・看護師、保健師、
　介護支援専門員い
　ずれかの資格か介
　護認定調査の経験
　を有する人
・普通自動車免許

2人介護認定
訪問調査員

月15日
午前８時30分
～午後５時15分

日額
７,２００円

７月22日㈪までに高齢
者支援課介護保険班にあ
る申込書と写真付き履歴
書と資格証明書などの写
しを提出してください。

問申

高齢者支援課　介護保険班　☎２４８－１１0２問申
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に
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と
、
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今
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と
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よ
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に
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続
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必
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な
の
か
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ス
マ
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ト
メ
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と
は
、

従
来
の
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力
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タ
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に
は
な

い
、
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気
の
使
用
量
を
自
動
で

計
測
す
る
機
能
や
、
通
信
機
能

を
備
え
た
電
力
メ
ー
タ
ー
の
こ

と
で
す
。
人
手
を
介
さ
ず
遠
隔

で
検
針
が
で
き
る
他
、
利
用
者

が
日
ご
と
や
時
間
ご
と
に
き
め

細
か
く
電
気
の
使
用
量
を
把
握

で
き
ま
す
。
現
在
の
メ
ー
タ
ー

の
有
効
期
間
満
了
時
に
随
時
取

り
替
え
ら
れ
ま
す
。
原
則
、
費

用
は
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、
建
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に
よ
る
配
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な
ど
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と
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、
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を
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反
し
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気
の
契
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切
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替
え
の
手
続
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を
進
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こ
と
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で
き
ま
す
。

②
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
相
手

　

の
所
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な
ど
を
確
認
の
上
、

　

現
在
契
約
し
て
い
る
電
力
会

　

社
へ
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し
ま
し
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う
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訪
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ら
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日
以
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で
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ば
、
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グ
・
オ

フ
に
よ
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除
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
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困
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た
と
き
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悩
ま
ず
、

　

ま
ず
は
消
費
生
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セ
ン
タ
ー
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相
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ま
し
ょ
う
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こ
と
し
の
１
月
、
小
学
４
年
生
の
女

の
子
が
父
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
止
め
る
ど
こ

ろ
か
、
虐
待
に
加
担
し
た
と
し
て
母
親

も
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
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し
、
こ
の
母
親
も
夫
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ら

D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
を
受
け
て
い
ま

し
た
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D
V
と
は
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体
的
な
暴
力
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
暴
言
を
吐
い
た
り
、
無

視
し
た
り
、
行
動
を
制
限
す
る
な
ど
の

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
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日
常
的
に
殴
ら
れ
た
り
怒
鳴
ら
れ

た
り
す
る
と
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

言
い
な
り
に
な
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

端
か
ら
見
れ
ば
「
そ
ん
な
の
嫌
だ
と
言

え
ば
い
い
の
に
」
と
か
「
逃
げ
出
せ
ば

い
い
の
に
」
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
く
ら
い
心
理
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

D
V
は
配
偶
者
や
恋
人
同
士
で
行

な
わ
れ
る
た
め
、
他
人
は
気
付
き
に
く

い
で
す
。
当
事
者
同
士
で
さ
え
、
加
害

者
は
「
こ
っ
ち
の
思
う
よ
う
に
し
な
い

相
手
が
悪
い
ん
だ
」
と
言
い
、
被
害
者

は
「
自
分
が
悪
い
ん
だ
か
ら
怒
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
な
く
て
は
」
と
思
い
込

み
、
D
V
だ
と
気
付
い
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
す
。

  

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
が
相
手
の
こ

と
を
「
空
気
み
た
い
な
も
の
よ
」
と

言
っ
た
り
し
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
夫
婦

の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
空
気
が
な
く
て
は
生
き
て
い
け
な

い
し
、
相
手
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
自

然
に
暮
ら
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
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市職員募集
区　分 職　種 採　用

予定数 受　験　資　格 勤務先・職務内容

・平成２年４月２日～平成10年４月１日までに生まれた人
・平成10年４月２日以降に生まれた人で学校教育法による
　大学（短期大学を除く）を卒業または令和２年３月末まで
　に卒業見込みの人

・平成10年４月２日～平成14年４月１日までに生まれた人
　（学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または
　令和２年３月までに卒業見込みの人は受験できません）

・昭和55年4月2日以降に生まれた人で民間企業などにおけ
　る職務経験が直近10年のうち5年以上ある人（アルバイト
　やパートタイム勤務は職務経験に含めない。休職などの期
　間を除く）

・平成2年4月2日以降に生まれた人で保健師の免許を有する
　人、または令和元年度実施の国家試験で取得見込みの人

・昭和55年4月2日以降に生まれた人で次のいずれにも当て
　はまる人
ア）一級建築士または一級建築施工管理技士の免許を有する
　人、もしくは令和元年度実施の国家試験で取得見込みの人
イ）民間企業などにおける建築実務経験が直近10年のうち
　5年以上ある人（アルバイトやパートタイム勤務は職務経
　験に含めない。休職などの期間を除く）

行政

一般
事務

保健師

建築士

8人
程度

4人
程度

1人
程度

1 人
程度

大　　学
卒業程度

短　　大
卒業程度

高等学校
卒業程度

高等学校
卒業程度

事務職
2人
程度

社 会 人
経 験 者

資
格
免
許
職

男女共同参画推進懇話会
委員　森　理 恵 子

●試験職種・採用予定人数　

市長部局などで
行政一般事務に
従事

市長部局などで
保健師業務・事
務の職務に従事

市長部局などで
建築・設計業務、
行政一般事務に
従事

●試験日・試験会場

●受付期間

総務課　人事班　☎２４８－１１１２

第１次試験　とき　９月22日㈰　午前８時３０分　ところ　県立翔陽高等学校（大津町室1782）
第２次試験　とき　10月下旬　　　　　　　　　　ところ　合志市役所
第３次試験　とき　11月下旬　　　　　　　　　　ところ　合志市役所

７月29日㈪～８月16日㈮（土日・祝日は除く）午前８時30分～午後５時15分
※試験実施要領と申込用紙は、総務課、西合志総合窓口(御代志市民センター)、須屋支所、泉ヶ丘
　支所に用意しています。また、市ホームページにも掲載しています。
※電子申請での受験申し込みもできます。詳しくは試験実施要領をご覧ください。

非常勤職員募集
職　種 業務内容 採用

人数
加入する
保険勤務先 資格・条件 報　酬 申込方法勤務日・

勤務時間

介護保険
要介護申
請者宅へ
訪問・調
査業務

高齢者支
援課　介
護保険班

雇用保険
社会保険

・看護師、保健師、
　介護支援専門員い
　ずれかの資格か介
　護認定調査の経験
　を有する人
・普通自動車免許

2人介護認定
訪問調査員

月15日
午前８時30分
～午後５時15分

日額
７,２００円

７月22日㈪までに高齢
者支援課介護保険班にあ
る申込書と写真付き履歴
書と資格証明書などの写
しを提出してください。

問申

高齢者支援課　介護保険班　☎２４８－１１0２問申



図書館だより

　耳が遠くて、人から指図さ
れるのが大嫌いで頑固な祖父。
ちょっと変わり者だけど、唯一、
孫のボクにだけは関心を示しま
す。幼いころは悪ガキで、お
父さんによく𠮟られたという祖
父の遠い昔のキラキラした話
に、ボクはだんだんと心惹かれ
ていきます。亡くなってもなお
ボクの心に鮮明に生き続けて
いる祖父の思い出がいっぱい
詰まった一冊です。

　結ぶ・縛る・包む・畳む。私た
ちの日常の中で誰もが行なう行為
です。この本には、古新聞の縛り
方や、ホースをまとめる結び方、
贈り物の包み方、ジャケットの畳み
方、そして緊急災害時に役立つ結
び方など、１００を超える生活の知
恵が満載です。知っていたら家事
もスムーズになり、緊急事態の際
の安心にもつながります。分かり
やすいイラストで優しく解説してあ
ります。
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7・8月の休館日は２ページのお知らせカレンダーをご覧ください

新着本

お薦めの本
『イラストでよくわかる結び方包み方』
快適ライフ委員会 /編　　彩図社

『徳治郎とボク』
花形みつる/著　　理論社

西合志図書館

ヴィーブル図書館

◆西合志図書館　☎242-5555　◆ヴィーブル図書館　☎248-5754
◆泉ヶ丘市民センター図書館　☎247-1315

◆市立図書館ホームページ検索　http：//www.koshi-lib.jp/　◆携帯電話からの蔵書検索　http：//www.koshi-lib.jp/_m/

■マインドシアター
　と　き　7月27日㈯　午後2時～
　ところ　集会室
　　　　　『おしりたんてい ププッふめつの
　　　　　せっとうだん』（約60分）

■おはなし会
　と　き　毎週土・日曜日
　　　　　午後 2時～
　ところ　おはなしのへや

■赤ちゃんのための
　ラッコちゃんおはなし会
　と　き　7月18日㈭
　　　　　午前11時～（約30分）
　ところ　おはなしのへや

■おはなし会　と　き　毎週土曜日　午前 11時～　　ところ　おはなしコーナー

一般書 児童書
都道府県別にっぽんオニ図鑑

ブランの茶色い耳

空飛ぶのらネコ探検隊 6

体育のにがてを克服！小学生の運動上達のコツ50

田畑政治（オリンピックパラリンピックにつくした人びと）

どたんばたんおるすばん

おかえりなさいアレックス

かぞくってなあに？

とんたんイスたん

そこつ長屋（らくごえほん）

いちばんはじめのプログラミング

シリーズ戦争　語りつごう沖縄 4

これが恋かな？

うちゅうじんはいない！？

げそすけとじいじとばあば

山崎　敏子

八束　澄子

大原　興三郎

米田　功

佐野　慎輔

松田　奈那子

高林　麻里

マール・フェレーロ

新井　洋行

野村　たかあき

たにぐち　まこと

安斎　育郎

小林　深雪

ジョン・エイジー

平澤　一平

万年筆バイブル

だから、ママのところに来たんだよ。

ヴェルサイユ宮殿　影の主役たち

「６０点女子」最強論

イランの家めし、いただきます！

一度きりの人生だから

おまえの罪を自白しろ

骨董屋・眼球堂

帝国ホテル建築物語

シーソーモンスター

ポルトガルを食べる旅

世界に一つだけのオーダーキッチン

アンコール

斎藤一人　励まし力

和えサラダ

転生　　越境捜査

伊東　道風

池川　明

ジャック・ルヴロン

広野　郁子

常見　藤代

伊集院　静

真保　裕一

小林　栗奈

植松　三十里

伊坂　幸太郎

馬田　草織

北村　嘉子

ジャック・ラカン

齋藤　一人

藤井　恵

笹本　稜平

移動図書館車（ひまわりドンちゃん号）巡回
※移動図書館車の貸出し時間は、約20分です。早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時　 間

菊香園２号館

くぬぎ園・白鳩園

ケアハウス菊香園

合志中央団地

みどり館

合生文化会館

上生区禁酒記念碑前

13:30

14:00

14:40

13:30

14:00

14:30

15:00

8月6日
（火）

8月7日
（水）

月　日 巡　回　地 時　 間

南陽区公園前

西須屋団地区集会所前

ダイワハウス分譲地入口

県営住宅区５棟前駐車場

堀川公民館横

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

7月23日
（火）

月　日 巡　回　地 時　 間

スリースマイル秋桜

須屋市民センター

上須屋学習センター

ふれあい館

みずき台区公民館

新開区公民館

黒石市民センター

農研宿舎駐車場

13:30

14:00

14:30

15:00

13:30

14:00

14:30

15:00

7月9日
（火）

7月10日
（水）

●問い合わせ先　合志マンガミュージアム　☎２７３－６７６６ ※7・8月の休館日は、2ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

（館長 館　ミュージアムスタッフ ス）作　三門ジャクソン（小学館）

「これは原爆をテーマにした新しい切り口の
マンガですね」
「原爆投下直前の広島に現代の高校生がタ
イムスリップ。彼は東日本大震災でおばあ
ちゃんを亡くし、原発事故の悲惨さも知って
るんだ。そこに原爆が･･･」
「親しい人が突然いなくなる辛さは原爆、原
発事故、津波でも同じなんですね」
「原爆被害者のことをどうしても過去の話と
してしか認識してこなかった私たちにとっ
て、衝撃的な作品だ」
「熊本地震を体験した私たちにとっても身に
つまされる話ですね」

ス

館

ス

ス

館

●合志マンガ義塾
7月27日㈯　午後１時30分～３時
戦後の少女雑誌とマンガ文化
　明治大正昭和にかけての少女雑誌収集・研究の第一人
者である村﨑さんに、昭和戦後の少女マンガ前史につい
て話していただきます（講師　村﨑修三さん）
（元菊陽町図書館「少女雑誌の部屋」担当）
※事前申込不要。受講には１日入場券か年間パスポートの
提示が必要です。

8月11日㈰　午後１時 30分～３時 30分
「４コママンガを描こう！」

8月2日～4日「挑戦！デジタルイラスト」
●ワークショップ

※事前申込不要。先着10人。午後1時から受付・整理券 
　配布。材料代200円が必要です。

7月20日㈯　午後９時～7月 21日㈰　午前７時
●ナイトミュージアム

『スカイフォール　～消し尽くせぬ夏の光～』　

館長のマンガのすゝめ　（第22回）

合志マンガ
ミュージアムだより

マンガを読もう！観よう！！学ぼう！！！

星空観望会
夏休み星空教室

※雨天・曇天の場合は中止します。
とき　毎週土曜日　午後７時30分～９時30分
　　　（受け付けは９時まで）

合志技研工業
Presents!!

　夏の星空を楽しむ方法など、天文台指導員が分かりやすく教え
ます。夏の星空について一緒に学習しましょう。
　と　き　8月3日㈯　午後7時～8時　星空教室
　　　　　　　　　　 午後8時～9時　星空観察
　ところ　西合志図書館　集会室・天文台
　※学習会の後に実際の星空を観察します。学習内容は、小学4年生以上
　　程度です。（小学3年生以下の子どもも参加できます）
　定　員　先着50人
　※事前申し込みが必要です。７月５日㈮～受付開始。

申し込み・問い合わせ先　西合志図書館

『すみっこの台所　吉村さんのパワフルなおはなし』
　と　き　7月27日㈯　午後6時30分～8時
　ところ　西合志図書館　集会室
　講　師　吉村　明子さん（すみっこの台所オーナー）
　参加費　無料

●募集作品　①読書感想文　②わたしのすすめる本　●募集規定　縦書きで、400字詰め原稿用紙3枚以内
※文章の最初に題・氏名・連絡先、最後に出典（書名・著者名・出版社名）を記入してください。
●募集資格　市内在住者　●募集期限　９月１日㈰　午後５時　●提出先　　市内図書館
　

ともに開催中

企
画
展

戦後マンガ雑誌創刊号コレクション
忍者マンガ100年史 7月30日㈫まで

三大流星群の一つ、夏の風物詩のペルセウス座流星群。
流れ星をいくつ見つけられるかな。

ペルセウス座流星群特別観望会

  とき　8月12日（月・祝） 午後７時30分～9時30分
　　　  （受け付けは９時まで）　　

・午後6時
　　～午後7時

※西合志図書館集会館で上映します。
※雨天・曇天の場合は上映会のみ開催します。

問い合わせ先　西合志図書館

《上映会》
『忍たま乱太郎の宇宙大冒険with
コズミックフロント☆NEXT
天の川の段◆ブラックホールの段』

・午後7時
　　～午後8時

『時空を超えた宇宙の絶景
ハッブル宇宙望遠鏡』

夜のテーブルトーク

申し込み・問い合わせ先　市内図書館

図書館まつり
作品募集 一般の部

※先着25人。対象20歳以上。参加費800円が必要です。
　電話もしくは窓口、メールでお申し込みください。

詳しくはホームページをご覧ください。
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おまえの罪を自白しろ

骨董屋・眼球堂

帝国ホテル建築物語

シーソーモンスター

ポルトガルを食べる旅

世界に一つだけのオーダーキッチン

アンコール

斎藤一人　励まし力

和えサラダ

転生　　越境捜査

伊東　道風

池川　明

ジャック・ルヴロン

広野　郁子

常見　藤代

伊集院　静

真保　裕一

小林　栗奈

植松　三十里

伊坂　幸太郎

馬田　草織

北村　嘉子

ジャック・ラカン

齋藤　一人

藤井　恵

笹本　稜平

移動図書館車（ひまわりドンちゃん号）巡回
※移動図書館車の貸出し時間は、約20分です。早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時　 間

菊香園２号館

くぬぎ園・白鳩園

ケアハウス菊香園

合志中央団地

みどり館

合生文化会館

上生区禁酒記念碑前

13:30

14:00

14:40

13:30

14:00

14:30

15:00

8月6日
（火）

8月7日
（水）

月　日 巡　回　地 時　 間

南陽区公園前

西須屋団地区集会所前

ダイワハウス分譲地入口

県営住宅区５棟前駐車場

堀川公民館横

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

7月23日
（火）

月　日 巡　回　地 時　 間

スリースマイル秋桜

須屋市民センター

上須屋学習センター

ふれあい館

みずき台区公民館

新開区公民館

黒石市民センター

農研宿舎駐車場

13:30

14:00

14:30

15:00

13:30

14:00

14:30

15:00

7月9日
（火）

7月10日
（水）

●問い合わせ先　合志マンガミュージアム　☎２７３－６７６６ ※7・8月の休館日は、2ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

（館長 館　ミュージアムスタッフ ス）作　三門ジャクソン（小学館）

「これは原爆をテーマにした新しい切り口の
マンガですね」
「原爆投下直前の広島に現代の高校生がタ
イムスリップ。彼は東日本大震災でおばあ
ちゃんを亡くし、原発事故の悲惨さも知って
るんだ。そこに原爆が･･･」
「親しい人が突然いなくなる辛さは原爆、原
発事故、津波でも同じなんですね」
「原爆被害者のことをどうしても過去の話と
してしか認識してこなかった私たちにとっ
て、衝撃的な作品だ」
「熊本地震を体験した私たちにとっても身に
つまされる話ですね」

ス

館

ス

ス

館

●合志マンガ義塾
7月27日㈯　午後１時30分～３時
戦後の少女雑誌とマンガ文化
　明治大正昭和にかけての少女雑誌収集・研究の第一人
者である村﨑さんに、昭和戦後の少女マンガ前史につい
て話していただきます（講師　村﨑修三さん）
（元菊陽町図書館「少女雑誌の部屋」担当）
※事前申込不要。受講には１日入場券か年間パスポートの
提示が必要です。

8月11日㈰　午後１時 30分～３時 30分
「４コママンガを描こう！」

8月2日～4日「挑戦！デジタルイラスト」
●ワークショップ

※事前申込不要。先着10人。午後1時から受付・整理券 
　配布。材料代200円が必要です。

7月20日㈯　午後９時～7月 21日㈰　午前７時
●ナイトミュージアム

『スカイフォール　～消し尽くせぬ夏の光～』　

館長のマンガのすゝめ　（第22回）

合志マンガ
ミュージアムだより

マンガを読もう！観よう！！学ぼう！！！

星空観望会
夏休み星空教室

※雨天・曇天の場合は中止します。
とき　毎週土曜日　午後７時30分～９時30分
　　　（受け付けは９時まで）

合志技研工業
Presents!!

　夏の星空を楽しむ方法など、天文台指導員が分かりやすく教え
ます。夏の星空について一緒に学習しましょう。
　と　き　8月3日㈯　午後7時～8時　星空教室
　　　　　　　　　　 午後8時～9時　星空観察
　ところ　西合志図書館　集会室・天文台
　※学習会の後に実際の星空を観察します。学習内容は、小学4年生以上
　　程度です。（小学3年生以下の子どもも参加できます）
　定　員　先着50人
　※事前申し込みが必要です。７月５日㈮～受付開始。

申し込み・問い合わせ先　西合志図書館

『すみっこの台所　吉村さんのパワフルなおはなし』
　と　き　7月27日㈯　午後6時30分～8時
　ところ　西合志図書館　集会室
　講　師　吉村　明子さん（すみっこの台所オーナー）
　参加費　無料

●募集作品　①読書感想文　②わたしのすすめる本　●募集規定　縦書きで、400字詰め原稿用紙3枚以内
※文章の最初に題・氏名・連絡先、最後に出典（書名・著者名・出版社名）を記入してください。
●募集資格　市内在住者　●募集期限　９月１日㈰　午後５時　●提出先　　市内図書館
　

ともに開催中

企
画
展

戦後マンガ雑誌創刊号コレクション
忍者マンガ100年史 7月30日㈫まで

三大流星群の一つ、夏の風物詩のペルセウス座流星群。
流れ星をいくつ見つけられるかな。

ペルセウス座流星群特別観望会

  とき　8月12日（月・祝） 午後７時30分～9時30分
　　　  （受け付けは９時まで）　　

・午後6時
　　～午後7時

※西合志図書館集会館で上映します。
※雨天・曇天の場合は上映会のみ開催します。

問い合わせ先　西合志図書館

《上映会》
『忍たま乱太郎の宇宙大冒険with
コズミックフロント☆NEXT
天の川の段◆ブラックホールの段』

・午後7時
　　～午後8時

『時空を超えた宇宙の絶景
ハッブル宇宙望遠鏡』

夜のテーブルトーク

申し込み・問い合わせ先　市内図書館

図書館まつり
作品募集 一般の部

※先着25人。対象20歳以上。参加費800円が必要です。
　電話もしくは窓口、メールでお申し込みください。

詳しくはホームページをご覧ください。



児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、子ども
が心身ともに豊かな発達ができるように支援するところで
す。行事の詳しい内容は児童館にお問い合わせください。
なお、市ホームページに児童館だよりを掲載しています。

※お金やゲームなど貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。

▲市ホームページ児童館だより

広報 こうし 広報こうし 2019.723 222019.7　　

申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
トレーニングルームと歴史資料館は点検のため、7月 31日㈬が休館日です。

子ども歴史・科学体験教室

ヴィーブル&コミュニティ情報

7 月の市民講座

東児童館
☎248-5203

キッズフェス！！
～あ・そ・ぼ～

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

泉ヶ丘市民センター
児童館 ☎248-3453

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館（ふれあい館内）
☎242-7008

開館時間／
〈月～土曜日〉午前8時30分～午後5時15分
〈日曜日〉午前9時～午後5時15分
休館日／祝日、第4月曜日

　金づちを使って化石の発掘にチャレンジしたあと、
大迫力の恐竜の化石を見学します。発掘した化石は
持って帰ることができます。

●と　　き　８月26日㈪　午前９時～午後３時40分
●と こ ろ　化石ひろば　御船町恐竜博物館 
●集合場所　８時50分　御代志市民センター
　　　　　　９時　ヴィーブル
●対　　象　市内小学４～６年生　
●募集人数　30人（応募多数の場合は抽選）
●参 加 費
　400円
　（博物館入館料含む）
●持ってくるもの
　弁当、帽子、水筒、タオル
●申込期限
　７月19日㈮　午後５時

と　　き ７月28日㈰
午前10時～正午

対　　象 市内小・中学生

定　　員 先着30人程度

参 加 費 100円

申込方法 申し込み受け付け中。児童館
窓口または電話でお申し込み
ください。

持ってくるもの 水筒、タオル

と　　き ８月24日㈯
午前９時30分～午後２時

対　　象 どなたでも
と こ ろ ふれあい館

スノードーム作り １人100円
食バザー　　　50円～200円

参 加 費　

化石発掘体験と恐竜博物館見学　
　防災のプロから、災害時にとるべき行動や普段の
備えなどを学ぶ講座です。
　参加費無料・申込み不要です。みなさんお誘い合
わせのうえ、ぜひご参加ください。

●と　き　7月31日㈬　午前10時～
　　　　　　　　　　(受付　９時30分)
●ところ　ヴィーブル　文化会館
●内　容　・社会を明るくする運動
　　　　　　保護司会合志分会、市更生保護女性会
　　　　　の紹介
　　　　　・防災講座
　　演題　『プロから学ぶいざという時の備え
　　　　　　　　～大切な家族と暮らしを守る～』
　　講師　NPO法人日本防災士会　常任理事
　　　　　熊本県支部長　宮下 正一さん

防災講座
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人
権
よ
も
や
ま
話人権擁護委員

長尾　隆

●
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
教
育
課　

☎（
２
４
８
）２
３
９
９

恐竜の生きた時代を
のぞいてみよう

熊本高専タイケンジャーによ
る実験ショー、カブトムシと

のふれあいコーナー、お店屋さんごっ
こ、スノードーム作り、アイロンビー
ズ制作、さかなつり、木のおもちゃ遊
びコーナーなど子ども中心のあそび場
を設けます。食バザーもあります。

内　　容

ちょこっとタイム特別企画

と　　き ７月26日㈮
午前10時30分～午後２時
クレヨンや色鉛筆・スタンプ
などを使って自由にお絵かき
します。

内　　容

①らくがき大好き

と　　き ８月６日㈫
午後１時30分～２時30分

内　　容

②しゃぼん

しゃぼん玉で遊びます。

ところ ふれあい館 対　象 どなたでも
定員 なし
持ってくるもの 汚れてもいい服、飲み物

参加費 無料

①②どちらとも ※申し込み不要。

夏のお楽しみ企画
大人気　マジック教室
と　　き

対　　象
定　　員　
参 加 費　
内　　容

８月３日㈯
午前10時～正午
小学生
先着15人
無料
マジックショーのあと、手
品の種明かしとコツを教え

てもらいます。ナルト先生のマジッ
クショーは10時から。どなたでも
見に来てください。
※準備のため、当日は10時開館。

※児童館窓口または電話で、本人か
　家族の人がお申し込みください。
　（代理人不可）

申込開始 ７月13日㈯　午前10時～

内　　容 御船町 恐竜博物館出前講座

クールなアクアドーム
をつくろう

と　　き ８月10日㈯
午後１時30分～３時

申込開始 ７月27日㈯　午前10時～
参 加 費　100円　（当日集めます）

申込方法 児童館窓口または電話で
お申し込みください。

対　　象 幼児～中学生（幼児は保護者同伴）

定　　員　
内　　容

先着10人程度
きらきらの飾りがユーラユラ、
見た目に涼しい夏バージョン
のアクアドームを作ります。

夏のお楽しみ企画
あつまれ！　小学生！

と　　き

対　　象
定　　員　
参 加 費　
内　　容

８月22日㈭
午後２時～４時
小学生
先着30人程度
無料
楽しいレクリエーションゲー
ムが盛りだくさん。ミッショ
ンクリアしてお友だちと楽し
みましょう。

※児童館窓口または電話で、本人か
　家族の人がお申し込みください。
　（代理人不可）

申込開始 ７月13日㈯　午前10時～

～頭とからだをフルかいてん。
ゲーム大会～



児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、子ども
が心身ともに豊かな発達ができるように支援するところで
す。行事の詳しい内容は児童館にお問い合わせください。
なお、市ホームページに児童館だよりを掲載しています。
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申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
トレーニングルームと歴史資料館は点検のため、7月 31日㈬が休館日です。

子ども歴史・科学体験教室

ヴィーブル&コミュニティ情報

7 月の市民講座

東児童館
☎248-5203

キッズフェス！！
～あ・そ・ぼ～

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

泉ヶ丘市民センター
児童館 ☎248-3453

開館時間／午前8時30分～正午
　　　　　午後1時～5時
休館日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館（ふれあい館内）
☎242-7008

開館時間／
〈月～土曜日〉午前8時30分～午後5時15分
〈日曜日〉午前9時～午後5時15分
休館日／祝日、第4月曜日

　金づちを使って化石の発掘にチャレンジしたあと、
大迫力の恐竜の化石を見学します。発掘した化石は
持って帰ることができます。

●と　　き　８月26日㈪　午前９時～午後３時40分
●と こ ろ　化石ひろば　御船町恐竜博物館 
●集合場所　８時50分　御代志市民センター
　　　　　　９時　ヴィーブル
●対　　象　市内小学４～６年生　
●募集人数　30人（応募多数の場合は抽選）
●参 加 費
　400円
　（博物館入館料含む）
●持ってくるもの
　弁当、帽子、水筒、タオル
●申込期限
　７月19日㈮　午後５時

と　　き ７月28日㈰
午前10時～正午

対　　象 市内小・中学生

定　　員 先着30人程度

参 加 費 100円

申込方法 申し込み受け付け中。児童館
窓口または電話でお申し込み
ください。

持ってくるもの 水筒、タオル

と　　き ８月24日㈯
午前９時30分～午後２時

対　　象 どなたでも
と こ ろ ふれあい館

スノードーム作り １人100円
食バザー　　　50円～200円

参 加 費　

化石発掘体験と恐竜博物館見学　
　防災のプロから、災害時にとるべき行動や普段の
備えなどを学ぶ講座です。
　参加費無料・申込み不要です。みなさんお誘い合
わせのうえ、ぜひご参加ください。

●と　き　7月31日㈬　午前10時～
　　　　　　　　　　(受付　９時30分)
●ところ　ヴィーブル　文化会館
●内　容　・社会を明るくする運動
　　　　　　保護司会合志分会、市更生保護女性会
　　　　　の紹介
　　　　　・防災講座
　　演題　『プロから学ぶいざという時の備え
　　　　　　　　～大切な家族と暮らしを守る～』
　　講師　NPO法人日本防災士会　常任理事
　　　　　熊本県支部長　宮下 正一さん

防災講座

高
齢
者
の
人
権

〜
高
齢
者
は
社
会
的
弱
者
な
の
で
し
ょ
う
か
〜

　

高
齢
者
の
人
権
問
題
と
し
て
、「
悪
質
商
法

の
被
害
」「
働
く
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
の
減

少
」「
社
会
や
家
庭
か
ら
の
孤
立
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
、
社
会
的
弱
者
と
定
義
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
が
高
齢
者
に

対
し
て
実
施
し
た
調
査
で
は
、
高
齢
者
＝
弱

者
で
は
な
い
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
健
康
面
か
ら
見
て
み
る
と
、
平
成

29
年
内
閣
府
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
高
齢
者
の

健
康
に
関
す
る
調
査
で
は
、「
良
好
」「
日
常
生

活
で
は
満
足
」
と
半
数
を
超
え
る
方
が
回
答

し
て
い
ま
す
。

　

体
力
面
で
は
、
平
成
29
年
ス
ポ
ー
ツ
庁
が

実
施
し
た
体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
結
果
、

高
齢
者
の
体
力
は
全
般
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
女
性
は
10
代
後
半
〜
40
代
後
半
、
男
性

は
30
歳
代
後
半
〜
40
歳
代
前
半
で
は
体
力
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
年
齢
に
は
関
係
な

く
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
を
持
た
な
け
れ

ば
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

経
済
面
で
は
、
平
成
30
年
総
務
省
の
家
計

調
査
に
よ
る
と
、
家
計
が
保
有
す
る
金
融
資

産
は
、
あ
く
ま
で
平
均
の
数
値
で
は
あ
り
ま

す
が
、
40
代
に
対
し
て
60
代
以
上
が
２
倍
以

上
の
金
融
資
産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
労
働

か
ら
の
直
接
収
入
は
減
る
も
の
の
、
そ
れ
ま

で
の
資
産
や
年
金
な
ど
で
経
済
的
な
ゆ
と
り

が
得
ら
れ
て
い
る
報
告
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

能
力
面
で
は
、
個
人
の
長
年
に
わ
た
る
経

験
、
教
育
、
学
習
な
ど
か
ら
獲
得
し
て
い
く

知
能
は
60
歳
頃
ま
で
上
昇
し
、
そ
の
後
も
ほ

と
ん
ど
低
下
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
環
境
へ
の
適
応
や
情
報
の
獲
得
・
処

理
・
操
作
を
し
て
い
く
知
能
は
加
齢
に
と
も

な
っ
て
低
下
し
、
社
会
的
認
知
の
柔
軟
性
は
、

一
般
的
に
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
失
わ
れ
て
低

下
し
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

個
人
差
も
あ
り
年
齢
に
よ
る
線
引
き
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

以
上
の
よ
う
に
、
年
を
取
る
こ
と
＝
社
会

的
な
弱
者
と
い
う
認
識
は
個
人
差
が
考
慮
さ

れ
て
お
ら
ず
、
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
も

あ
り
、
誤
解
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

人
の
一
生
は
年
齢
な
ど
で
線
引
き
す
る
の

で
は
な
く
、
個
性
を
尊
重
し
配
慮
で
き
る
環

境
の
整
備
な
ど
で
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

人
権
よ
も
や
ま
話人権擁護委員

長尾　隆

●
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
教
育
課　

☎（
２
４
８
）２
３
９
９

恐竜の生きた時代を
のぞいてみよう

熊本高専タイケンジャーによ
る実験ショー、カブトムシと

のふれあいコーナー、お店屋さんごっ
こ、スノードーム作り、アイロンビー
ズ制作、さかなつり、木のおもちゃ遊
びコーナーなど子ども中心のあそび場
を設けます。食バザーもあります。

内　　容

ちょこっとタイム特別企画

と　　き ７月26日㈮
午前10時30分～午後２時
クレヨンや色鉛筆・スタンプ
などを使って自由にお絵かき
します。

内　　容

①らくがき大好き

と　　き ８月６日㈫
午後１時30分～２時30分

内　　容

②しゃぼん

しゃぼん玉で遊びます。

ところ ふれあい館 対　象 どなたでも
定員 なし
持ってくるもの 汚れてもいい服、飲み物

参加費 無料

①②どちらとも ※申し込み不要。

夏のお楽しみ企画
大人気　マジック教室
と　　き

対　　象
定　　員　
参 加 費　
内　　容

８月３日㈯
午前10時～正午
小学生
先着15人
無料
マジックショーのあと、手
品の種明かしとコツを教え

てもらいます。ナルト先生のマジッ
クショーは10時から。どなたでも
見に来てください。
※準備のため、当日は10時開館。

※児童館窓口または電話で、本人か
　家族の人がお申し込みください。
　（代理人不可）

申込開始 ７月13日㈯　午前10時～

内　　容 御船町 恐竜博物館出前講座

クールなアクアドーム
をつくろう

と　　き ８月10日㈯
午後１時30分～３時

申込開始 ７月27日㈯　午前10時～
参 加 費　100円　（当日集めます）

申込方法 児童館窓口または電話で
お申し込みください。

対　　象 幼児～中学生（幼児は保護者同伴）

定　　員　
内　　容

先着10人程度
きらきらの飾りがユーラユラ、
見た目に涼しい夏バージョン
のアクアドームを作ります。

夏のお楽しみ企画
あつまれ！　小学生！

と　　き

対　　象
定　　員　
参 加 費　
内　　容

８月22日㈭
午後２時～４時
小学生
先着30人程度
無料
楽しいレクリエーションゲー
ムが盛りだくさん。ミッショ
ンクリアしてお友だちと楽し
みましょう。

※児童館窓口または電話で、本人か
　家族の人がお申し込みください。
　（代理人不可）

申込開始 ７月13日㈯　午前10時～

～頭とからだをフルかいてん。
ゲーム大会～
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幸せ　　　個
　

次
の
事
項
を
記
載
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
日
常
で
幸
せ
を
感
じ
た
瞬
間　

②
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
ふ
り
が
な
）

※

未
記
入
の
場
合
は「
匿
名
希
望
」と
し
ま
す
。

　
（
送
付
先
）〒
8
6
1-

1
1
9
5

      　
　
　

合
志
市
役
所
「
幸
せ
１
０
０
個
」
係

※

間
違
い
探
し
と
合
わ
せ
て
応
募
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
「
間
違

　

い
探
し
」
係
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
い
た
だ
い
た
も
の
が
必
ず
掲
載
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
日
常
で
の
小
さ
な
幸
せ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

....

温　泉／午前10時～午後11時　
プール／午前10時～午後  ９時
トレーニングジム／午前10時～午後９時（日曜日は午後7時まで）
レストラン／午前11時～午後９時
　　　　　（平日は午後２時30分～5時準備）

野々島 2441－1 ☎ 348－2626
ホームページ　http://www.u-benten.jp/

クラッシーノ・マルシェ　（営業時間　午前9時～午後7時）
定休日　7・8月は休まず営業します
生産者（野菜・果物・弁当・加工品などの出荷者）募集中

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
に
着
い
て
か

ら
、
は
や
２
年
と
１
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
マ

ン
ガ
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
皆
さ
ん
の
マ
ン
ガ
を
読

む
能
力
の
高
さ
に
改
め
て
気
付
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
は
初
め
て
マ
ン
ガ
を
読
ん

だ
と
き
、す
ぐ
に
読
め
た
で
し
ょ
う
か
。

「
難
し
い
勉
強
で
も
、
マ
ン
ガ
で
読
め

ば
分
か
り
や
す
い
」
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
は
た
し
て
マ
ン
ガ
は
本
当
に

簡
単
な
読
み
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
文
章
を
読
む
の
は
大
好
き
だ
け

ど
、
マ
ン
ガ
の
読
み
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
人
た
ち
に
出
会
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
文
字
で
表
さ
れ
る

セ
リ
フ
は
読
め
る
け
れ
ど
、
マ
ン
ガ

に
は
地
の
文
が
な
い
し
、
白
黒
で
色

の
な
い
絵
で
は
登
場
人
物
の
心
情
や

情
景
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
言
い

ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
就
学
前
の
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、「
絵
本

を
読
ん
で
も
ら
う
の
は
大
好
き
だ
け

ど
、
マ
ン
ガ
は
難
し
く
て
つ
ま
ら
な

い
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
マ
ン
ガ
に
は
絵
と
セ
リ
フ

の
他
に
重
要
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。

現
実
で
は
目
に
見
え
ず
、
止
ま
っ
た

絵
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
、
モ
ノ

の
動
き
や
心
情
を
表
す
記
号
“漫
符
”

や
効
果
線
が
そ
れ
で
す
。
マ
ン
ガ
が

好
き
な
人
た
ち
は
高
度
な
図
像
の
解

読
能
力
を
い
つ
の
間
に
か
身
に
付
け

て
、
そ
れ
ら
の
記
号
か
ら
心
情
や
情

景
を
読
み
取
り
、
物
語
を
読
み
解
い

て
い
る
の
で
す
。

　

月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ら
図
像
が
何

を
表
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
解
説

を
含
め
た
マ
ン
ガ
の
描
き
方
を
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に

は
液
晶
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

デ
ジ
タ
ル
イ
ラ
ス
ト
体
験
も
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎（
２
７
３
）
６
７
６
６

マ
ン
ガ
を
読
め
る

す
ご
い
能
力

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

内
田　

明
希

う
ち
だ　
　

あ　

き

ユーパレス弁天
毎年好評の屋外バーベキュー。テント付きなので雨天時も
安心です。10人以上で無料送迎も行ないます。

弁天会員 大募集中 入会金 200円で即日発行します。
詳しくはお問い合わせください。

回数券の日

今月の休館日

営 業 時 間

7月4日㈭、
18日㈭、21日㈰、
25日㈭

7月11日㈭

夏のお客様感謝祭

問い合わせ先　一般社団法人 クラッシーノこうし
　　　　　　　TEL 342-5554　 FAX 342-5550
ホームページ　http://www.klassino-koshi.jp

間違い探し
上•下の絵から「7つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送っ
てください。正解者の中から 8人に「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

7月 31日㈬ 必着
はがきに必要事項を記入
してご応募ください。

締め切り　
応募方法

絵　

佐
藤
峰
子
さ
ん
（
黒
石
団
地
）

６
月
号
の
答
え

郵  便  は  が  き

合
志
市
役
所

7月号の答え

住所、氏名、年齢、電話番号
ご意見、ご感想など

※違う箇所に○を付けた
　絵を貼っても可。

『
間
違
い
探
し
』係

8 6 1 1 1 9 5

〈
裏
面
〉

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦

▼とき　午前11時～午後９時
▼料金　大人　３,000円
　　　　子ども１,500円
　　　※５人から受け付け、
　　　　２日前までに要予約。
　　　　飲み放題プランあり。
▼特典　大人温泉券、子どもプール券付き

日頃のご愛顧に感謝して、お得で楽しいイベントを開催。

7月盆フェア
7月13日㈯～16日㈫

お盆にかかせない生花やお供え品を
豊富に取り揃えています

7月20日㈯・21日㈰

　家族が集まるお盆。みんなでおいしいご飯を囲みませんか。
刺身、寿司の盛り合わせ、オードブルや焼肉盛り合わせを随
時受け付け中です。3日前までにご注文ください。

お買上げレシート1,500 円ごとに1回抽選できます。
（ただし、当日のレシートに限ります。景品が無くなり次第終了）
精肉・鮮魚・惣菜コーナーでは、目玉商品を数量限定で販売します。

お楽しみ抽選会

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
応
募

　

応
募
フ
ォ
ー
ム
で

必
要
事
項
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。応募フォーム

ハ
ガ
キ
で
の
応
募

学
校
の
長
期
休
校
が
終
わ
っ
た
、

一
人
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

投
稿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
と
き

お
弁
当
に
つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
が
、

き
れ
い
な
三
角
形
に
で
き
、

そ
れ
を
口
に
入
れ
る
時

ペ
ン
ネ
ー
ム　

コ
コ
ア
マ
マ

ペ
ン
ネ
ー
ム　

匿
名
希
望

ペ
ン
ネ
ー
ム　

そ
う
、
こ
の
瞬
間

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
飾
り
が
取
れ
て
困
っ
て
い
た
ら

娘
が
「
私
が
縫
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
時

ペ
ン
ネ
ー
ム　

デ
ビ
ル
に
ゃ
ん
こ
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幸せ　　　個
　

次
の
事
項
を
記
載
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
日
常
で
幸
せ
を
感
じ
た
瞬
間　

②
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
ふ
り
が
な
）

※

未
記
入
の
場
合
は「
匿
名
希
望
」と
し
ま
す
。

　
（
送
付
先
）〒
8
6
1-

1
1
9
5

      　
　
　

合
志
市
役
所
「
幸
せ
１
０
０
個
」
係

※

間
違
い
探
し
と
合
わ
せ
て
応
募
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
「
間
違

　

い
探
し
」
係
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
い
た
だ
い
た
も
の
が
必
ず
掲
載
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
日
常
で
の
小
さ
な
幸
せ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

....

温　泉／午前10時～午後11時　
プール／午前10時～午後  ９時
トレーニングジム／午前10時～午後９時（日曜日は午後7時まで）
レストラン／午前11時～午後９時
　　　　　（平日は午後２時30分～5時準備）

野々島 2441－1 ☎ 348－2626
ホームページ　http://www.u-benten.jp/

クラッシーノ・マルシェ　（営業時間　午前9時～午後7時）
定休日　7・8月は休まず営業します
生産者（野菜・果物・弁当・加工品などの出荷者）募集中

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
に
着
い
て
か

ら
、
は
や
２
年
と
１
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
マ

ン
ガ
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
皆
さ
ん
の
マ
ン
ガ
を
読

む
能
力
の
高
さ
に
改
め
て
気
付
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
は
初
め
て
マ
ン
ガ
を
読
ん

だ
と
き
、す
ぐ
に
読
め
た
で
し
ょ
う
か
。

「
難
し
い
勉
強
で
も
、
マ
ン
ガ
で
読
め

ば
分
か
り
や
す
い
」
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
は
た
し
て
マ
ン
ガ
は
本
当
に

簡
単
な
読
み
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
文
章
を
読
む
の
は
大
好
き
だ
け

ど
、
マ
ン
ガ
の
読
み
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
人
た
ち
に
出
会
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
文
字
で
表
さ
れ
る

セ
リ
フ
は
読
め
る
け
れ
ど
、
マ
ン
ガ

に
は
地
の
文
が
な
い
し
、
白
黒
で
色

の
な
い
絵
で
は
登
場
人
物
の
心
情
や

情
景
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
言
い

ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
就
学
前
の
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、「
絵
本

を
読
ん
で
も
ら
う
の
は
大
好
き
だ
け

ど
、
マ
ン
ガ
は
難
し
く
て
つ
ま
ら
な

い
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
マ
ン
ガ
に
は
絵
と
セ
リ
フ

の
他
に
重
要
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。

現
実
で
は
目
に
見
え
ず
、
止
ま
っ
た

絵
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
、
モ
ノ

の
動
き
や
心
情
を
表
す
記
号
“漫
符
”

や
効
果
線
が
そ
れ
で
す
。
マ
ン
ガ
が

好
き
な
人
た
ち
は
高
度
な
図
像
の
解

読
能
力
を
い
つ
の
間
に
か
身
に
付
け

て
、
そ
れ
ら
の
記
号
か
ら
心
情
や
情

景
を
読
み
取
り
、
物
語
を
読
み
解
い

て
い
る
の
で
す
。

　

月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ら
図
像
が
何

を
表
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
解
説

を
含
め
た
マ
ン
ガ
の
描
き
方
を
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に

は
液
晶
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

デ
ジ
タ
ル
イ
ラ
ス
ト
体
験
も
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎（
２
７
３
）
６
７
６
６

マ
ン
ガ
を
読
め
る

す
ご
い
能
力

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

内
田　

明
希

う
ち
だ　
　

あ　

き

ユーパレス弁天
毎年好評の屋外バーベキュー。テント付きなので雨天時も
安心です。10人以上で無料送迎も行ないます。

弁天会員 大募集中 入会金 200円で即日発行します。
詳しくはお問い合わせください。

回数券の日

今月の休館日

営 業 時 間

7月4日㈭、
18日㈭、21日㈰、
25日㈭

7月11日㈭

夏のお客様感謝祭

問い合わせ先　一般社団法人 クラッシーノこうし
　　　　　　　TEL 342-5554　 FAX 342-5550
ホームページ　http://www.klassino-koshi.jp

間違い探し
上•下の絵から「7つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送っ
てください。正解者の中から 8人に「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

7月 31日㈬ 必着
はがきに必要事項を記入
してご応募ください。

締め切り　
応募方法

絵　

佐
藤
峰
子
さ
ん
（
黒
石
団
地
）

６
月
号
の
答
え

郵  便  は  が  き

合
志
市
役
所

7月号の答え

住所、氏名、年齢、電話番号
ご意見、ご感想など

※違う箇所に○を付けた
　絵を貼っても可。

『
間
違
い
探
し
』係

8 6 1 1 1 9 5

〈
裏
面
〉

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦

▼とき　午前11時～午後９時
▼料金　大人　３,000円
　　　　子ども１,500円
　　　※５人から受け付け、
　　　　２日前までに要予約。
　　　　飲み放題プランあり。
▼特典　大人温泉券、子どもプール券付き

日頃のご愛顧に感謝して、お得で楽しいイベントを開催。

7月盆フェア
7月13日㈯～16日㈫

お盆にかかせない生花やお供え品を
豊富に取り揃えています

7月20日㈯・21日㈰

　家族が集まるお盆。みんなでおいしいご飯を囲みませんか。
刺身、寿司の盛り合わせ、オードブルや焼肉盛り合わせを随
時受け付け中です。3日前までにご注文ください。

お買上げレシート1,500 円ごとに1回抽選できます。
（ただし、当日のレシートに限ります。景品が無くなり次第終了）
精肉・鮮魚・惣菜コーナーでは、目玉商品を数量限定で販売します。

お楽しみ抽選会

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
応
募

　

応
募
フ
ォ
ー
ム
で

必
要
事
項
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。応募フォーム

ハ
ガ
キ
で
の
応
募

学
校
の
長
期
休
校
が
終
わ
っ
た
、

一
人
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

投
稿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
と
き

お
弁
当
に
つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
が
、

き
れ
い
な
三
角
形
に
で
き
、

そ
れ
を
口
に
入
れ
る
時

ペ
ン
ネ
ー
ム　

コ
コ
ア
マ
マ

ペ
ン
ネ
ー
ム　

匿
名
希
望

ペ
ン
ネ
ー
ム　

そ
う
、
こ
の
瞬
間

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
飾
り
が
取
れ
て
困
っ
て
い
た
ら

娘
が
「
私
が
縫
っ
て
あ
げ
る
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
た
時

ペ
ン
ネ
ー
ム　

デ
ビ
ル
に
ゃ
ん
こ



広
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人口　62,459（+13）
世帯　24,631（+10）

　　出生　  60（　 19）
　　死亡　  48（　 17）
　　転入　204（－216）
　　転出　203（－124）

※5月末現在。 （　）内は前月比。

Vol.160

合志市月刊広報紙

和
顔
愛
語

人の動き　※5月末現在

広報
発
行
　
合
志
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◀
市
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ー
ム
ペ
ー
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広
報
こ
う
し

プロフィール　水平な世の中をめざして 2000年10月熊本県南
で結成したバンド。生きること、そして出会うことをテーマに活動。

一人ひとりの人権が 尊重されるまちづくりを目指して

第12回　合志市人権教育研究大会
と　き　７月27日㈯

ところ　御代志市民センター
入場無料
手話通訳あり
託児あり

託児　１歳～小学３年生。
　　　７月18日㈭までに下記へお申し込み
　　　ください。

プロフィール　三重県生まれ。大学卒業後、三重県内の中
学校教員となり、同和教育・人権教育に取り組む。現在は、
ライトピアおおやまだ（隣保館）館長として勤務しながら、
みえ人権教育・啓発研究会代表、三重県人権大学講師、い
じめ問題相談員を務める。

みえ人権教育・啓発研究会
代表　松村　智広さん

演題　『へこたれへん
　　　　～人はきっとつながれる～』

後半

演題　『出会い・触れ合い・感じ愛』
人権バンド　ホライズン前半

問い合わせ先　人権啓発教育課　☎２４８-２３９９
主催　市人権教育推進協議会

受付　午前９時　　開会　午前９時30分～正午

　６月９日、御代志市民セ
ンターで開催された木で
あそぼう・つくろうフェス
ティバル。たくさんの親子
連れなどが木のおもちゃ
に触れたり、制作を楽しん
だりしました。詳しくは14
ページをご覧ください。

今 月 の 主 な 話 題

………………4

……6

……8

知って、気付いて 防ごう　熱中症
認可外保育施設を利用している人へ
待機児童支援助成事業補助金を支給します
75歳以上の皆さんへ
新しい後期高齢者医療保険証を送付します

　

早
い
も
の
で
こ
と
し
も
半
分
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。や
り
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
け
ど
、結
局
な
ん
だ
か
ん
だ
先
延
ば
し
に
な
っ

た
り
、思
い
ど
お
り
に
い
か
な
か
っ
た
り
と
い
う

こ
と
が
た
く
さ
ん
で
す
。

　

だ
け
ど
忙
し
い
毎
日
で
も
、
日
常
に
幸
せ
を

感
じ
る
余
裕
を
持
っ
て
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
、
26
ペ
ー
ジ
の「
集
ま
れ
幸
せ 

１
０

０
個
」の
コ
ー
ナ
ー
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
、
気
軽
に
投

稿
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
投
稿
を
見
て

い
る
と
私
も
幸
せ
を
わ
け
て
も
ら
え
る
の
で
、ど

ん
な
投
稿
が
あ
る
か
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
最
近
の
小
さ
な
幸
せ
は
１
㌔

で
も
体
重
が
落
ち
た
時
で
す
。次
の
日
に
量
っ
た

ら
ま
た
元
に
戻
っ
て
い
る(

む
し
ろ
増
え
て
い

る)

の
で
す
が
。

　

さ
て
、夏
は
お
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。取
材
で
皆
さ
ん
と
会
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
と
き
は
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。喜
び
ま
す
。

　

こ
と
し
の
残
り
半
分
も
い
ろ
い
ろ
な
笑
顔
を

撮
影
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山


